
広
報かのや

KANOYA  CITY  PUBLIC  RELATIONS

4
APRIL. 2007

平成19年４月13日発行

No.031

市民憲章と市の木（クス）が決まりました  ……………… ２
平成19年度　一般会計当初予算  …………………………… ４
鹿屋市財政改革プログラムを策定  ………………………… ８
鹿屋市市民交流センターがオープン  ……………………… 12
鹿屋市産業支援センター・㈶鹿屋市中小企業
　　　　勤労者福祉サービスセンターがオープン  ……… 14
東九州自動車道　鹿屋串良IC～大隅IC間が着工  …………… 15
組織機構の一部を変更しました  …………………………… 16
まちの話題  …………………………………………………… 17
情報掲示板  …………………………………………………… 20
かのやばら祭り2007春  ……………………………………… 26
鹿屋探訪⑯　輝北トレイルセンター  ……………………… 28

 CONTENTS   目次

鹿屋市市民交流センター開所式
   －リナシティかのやガレリア／ ４月１日－

鹿

吾



2

　

鹿
屋
市
の
象
徴
や
地
域
の
イ

メ
ー
ジ
、
基
本
姿
勢
を
表
す
慣
行

（
市
の
花
、
市
章
、
市
旗
、
市
民

憲
章
、
市
の
木
、
市
の
花
木
）
の

選
定
作
業
を
進
め
て
き
た
鹿
屋
市

慣
行
選
定
委
員
会
（
福
永
辰
郎
委

員
長
）
が
、
市
民
憲
章
と
市
の
木

（
ク
ス
）
を
決
定
し
、
４
月
１
日

か
ら
施
行
さ
れ
ま
し
た
。

　

同
委
員
会
は
、
鹿
屋
、
輝
北
、

串
良
、
吾
平
地
域
の
各
種
団
体
の

代
表
者
や
総
合
支
所
長
で
構
成
さ

れ
、
合
併
直
後
の
昨
年
４
月
よ
り

制
定
作
業
を
ス
タ
ー
ト
。
昨
年
５

月
に
、
市
の
花
（
ば
ら
）、
市
章
、

市
旗
を
決
定
し
、
そ
の
後
、
市
民

憲
章
、
市
の
木
、
市
の
花
木
の
制

定
作
業
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

　

制
定
に
当
た
っ
て
は
、
市
民
の

意
見
を
広
く
踏
ま
え
た
も
の
と
す

る
た
め
、
昨
年
７
月
と
11
月
に
市

民
公
募
を
実
施
。
市
民
憲
章
は
応

募
作
品
を
も
と
に
同
委
員
会
で
２

つ
の
原
案
を
作
成
し
て
市
民
に

提
案
し
た
結
果
、「
文
章
が
分
か

り
や
す
く
、
読
み
や
す
い
」
と

さ
れ
た
上
記
の
案
に
決
定
。
ま

た
、
市
の
木
は
、
公
募
で
集
ま
っ

た
２
７
２
件
中
、
１
２
１
件
で
１

位
と
な
っ
た
ク
ス
に
決
定
し
ま
し

た
。

　

な
お
、
市
民
憲
章
や
市
の
木
と

併
せ
て
公
募
し
て
い
た
市
の
花
木

に
つ
い
て
は
、「
ば
ら
」
に
最
も

　

市
民
憲
章
は
、
す
べ
て
の
市
民
が
力
を
合
わ
せ
て
、
理
想

と
す
る
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
く
た
め
の
、
日

常
生
活
の
目
標
を
定
め
る
も
の
で
す
。

私
た
ち
は
、
鹿
屋
市
民
と
し
て
の
誇
り
と
自
覚
を
持
ち
、
明
る
く
住
み
よ
い

ま
ち
づ
く
り
を
め
ざ
し
て
、
こ
の
憲
章
を
定
め
ま
す
。

１　

自
然
と
資
源
を
活
か
し
、
豊
か
な
鹿
屋
市
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

２　

 

と
も
に
学
び
、
働
き
、
日
々
の
暮
ら
し
に
い
き
が
い
を
も
て
る
生
活
を  

し
ま
し
ょ
う
。

３　

き
ま
り
を
守
り
、
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
健
康
都
市
を
築
き
ま
し
ょ
う
。

４　

助
け
合
い
、
支
え
あ
い
、
楽
し
く
明
る
い
ま
ち
づ
く
り
を
し
ま
し
ょ
う
。

５　

環
境
を
整
え
、
未
来
に
は
ば
た
く
人
材
を
育
て
ま
し
ょ
う
。

市
民
憲
章

市
民
憲
章

市
民
憲
章
とと

    
市
の
木（
ク
ス
）

市
の
木（
ク
ス
）がが
決
ま
り
ま
し
た

決
ま
り
ま
し
た
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多
く
の
応
募
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た

が
、
市
の
花
と
し
て
す
で
に
制
定

し
て
い
る
こ
と
や
、
市
の
花
と
の

区
別
が
分
か
り
に
く
い
な
ど
の
理

由
に
よ
り
、
制
定
は
し
な
い
こ
と

と
な
り
ま
し
た
。

【
問
い
合
わ
せ
】

　

市
企
画
調
整
課

　

☎
０
９
９
４
─31
─１
１
２
５

　

ク
ス
は
、
常
緑
樹
で
成
長
が
盛
ん
な
う
え
、
寿
命
も
長
い

高
木
で
す
。
大
地
に
深
く
根
を
お
ろ
し
、
青
空
高
く
、
す
く

す
く
と
成
長
す
る
姿
に
、
市
勢
の
力
強
さ
と
新
市
の
発
展
を

願
う
市
民
の
意
見
が
多
数
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

市
の
木
（
ク
ス
）

　日本一の規模を誇る「か
のやばら園」や地域が一体
となって「ばらを活かした
まちづくり」に取り組んで
いることなどから、地域ブ
ランドとしての定着化や魅
力あるまちとしての情報発
信が期待できるとして決ま
りました。

　カタカナの「カノヤ」の
文字を図案化したものです。

　大隅半島をデザインし、
若さと澄んだ空、海を青色
で表現。その中心に大隅の
中核都市鹿屋を躍動のシン
ボルである赤い円で表現し、
「カノヤ」を金色（黄色）で
図案化したものです。

市 の花（ばら）

市 章

市 旗

地域の花

鹿屋地域
「カンナ」

吾平地域
「ツワブキ」

輝北地域
「ツツジ」

串良地域
「バラ」

市の花、市章、市旗、地域の花については、昨
年5月に決定しています。
（広報かのや平成18年６月13日号で紹介）
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◆
財
政
用
語
ま
め
辞
典
①
◆ 

■ 

一
般
会
計
＝
福
祉
や
教
育
、
公
園
、
道

路
の
建
設
な
ど
市
の
基
本
的
な
事
業
を

行
う
会
計

■ 

特
別
会
計
＝
国
民
健
康
保
険
事
業
な
ど
、

特
定
の
収
入
を
特
定
の
支
出
に
充
て
、

事
業
を
行
う
会
計

■ 

骨
格
予
算
＝
市
長
選
挙
等
の
関
係
か
ら

政
策
判
断
が
で
き
に
く
い
場
合
、
政
策

的
経
費
を
除
き
、
人
件
費
等
義
務
的
経

費
を
主
体
と
し
て
必
要
最
小
限
の
経
費

を
計
上
す
る
予
算

■ 

自
主
財
源
＝
地
方
自
治
体
が
自
主
的
に

収
入
す
る
こ
と
が
で
き
る
財
源

■ 

依
存
財
源
＝
定
め
ら
れ
た
基
準
に
よ
り

国
な
ど
か
ら
地
方
自
治
体
に
交
付
さ
れ

る
財
源

■ 

義
務
的
経
費
＝
支
出
が
義
務
づ
け
ら
れ

て
お
り
、
任
意
に
削
減
で
き
な
い
経
費

で
、
人
件
費
、
扶
助
費
及
び
公
債
費
の

合
計
額

■ 

投
資
的
経
費
＝
道
路
や
公
園
、
学
校
、

市
営
住
宅
の
建
設
等
社
会
資
本
の
整
備

に
要
す
る
も
の
で
、
支
出
の
効
果
が
ス

ト
ッ
ク
と
し
て
将
来
に
残
る
も
の
に
支

出
さ
れ
る
経
費

■ 

経
常
的
経
費
＝
毎
年
度
継
続
し
て
経
常

的
に
支
出
さ
れ
る
経
費
で
、
義
務
的
経

費
や
施
設
の
維
持
管
理
経
費
な
ど

■ 

政
策
的
経
費
＝
義
務
的
経
費
と
異
な
り
、

教
育
、
福
祉
、
環
境
、
産
業
な
ど
あ
ら

ゆ
る
分
野
の
政
策
推
進
の
た
め
に
支
出

す
る
経
費

■ 

一
般
財
源
＝
市
税
や
地
方
交
付
税
な
ど

市
が
ど
の
経
費
に
も
自
由
に
あ
て
る
こ

と
が
で
き
る
財
源

■ 

地
方
交
付
税
＝
地
方
自
治
体
の
標
準
的

サ
ー
ビ
ス
の
水
準
を
一
定
に
保
つ
た
め

の
交
付
金

り
、
28
億
６
７
６
万
４
千
円
を
見

込
ん
で
い
ま
す
。

　

依
存
財
源
の
う
ち
地
方
交
付

税
は
、
平
成
18
年
度
決
算
見
込

み
に
地
方
財
政
計
画
や
合
併
特

例
措
置
を
考
慮
し
、
２
億
円
増

の
１
１
４
億
円
を
見
込
ん
で
い

ま
す
。
市
債
は
、
前
年
度
に
比

べ
１
億
７
，
９
６
０
万
円
減
の

26
億
３
，
５
１
０
万
円
と
な
っ
て

い
ま
す
。

 拠点都市の創造に向けて
　平成 19年度当初予算が、鹿屋市議会３月定例会で議決されました。　平成 19年度当初予算が、鹿屋市議会３月定例会で議決されました。
　予算総額は、一般会計・特別会計を合わせて 709 億 6,955 万８千円で、前年度当初予　予算総額は、一般会計・特別会計を合わせて 709 億 6,955 万８千円で、前年度当初予
算と比べ 2.9％の増となっています。ただし、前年度当初予算は骨格予算であることから、算と比べ 2.9％の増となっています。ただし、前年度当初予算は骨格予算であることから、
前年度６月の補正後予算と比較した場合、4.9％の減となります。前年度６月の補正後予算と比較した場合、4.9％の減となります。
　前年度と比べ減となった要因は、一般会計において平成 14 年度から推進していた中心　前年度と比べ減となった要因は、一般会計において平成 14 年度から推進していた中心
市街地再開発に関連する事業がおおむね終了したことと、「財政改革プログラム」に基づ市街地再開発に関連する事業がおおむね終了したことと、「財政改革プログラム」に基づ
く財政改革に着手したことによるものです。く財政改革に着手したことによるものです。
　ここでは、新年度予算の編成方針や特徴について説明します。　ここでは、新年度予算の編成方針や特徴について説明します。

　

歳　

入

　

自
主
財
源
の
う
ち
、
市
税

は
、
前
年
度
当
初
予
算
に
比
べ

10
億
８
，
８
９
０
万
円
増
の

１
０
１
億
９
，
６
０
０
万
１
千
円

と
な
っ
て
い
ま
す
。
各
種
基
金

等
か
ら
の
繰
入
金
は
、
４
億
７
，

４
８
０
万
９
千
円
増
の
23
億
９
，

１
２
８
万
１
千
円
、
使
用
料
及
び

手
数
料
な
ど
の
収
入
は
、
か
の
や

ば
ら
園
の
入
園
料
な
ど
の
増
に
よ

地方交付税地方交付税
11,400,000 千円11,400,000 千円
（30.0%）（30.0%）

国庫支出金国庫支出金
3,888,579 千円3,888,579 千円
（10.3%）（10.3%）

市債市債
2,635,100 千円2,635,100 千円
（6.9%）（6.9%）

県支出金など県支出金など
4,630,275 千円4,630,275 千円
（12.2%）（12.2%）

繰入金繰入金
2,391,281 千円2,391,281 千円
（6.3%）（6.3%）

使用料及び手数料など使用料及び手数料など
2,806,764 千円2,806,764 千円
（7.4%）（7.4%）

自主財源自主財源
（40.6%）（40.6%）
自主財源
（40.6%）

市税市税
10,196,001 千円10,196,001 千円
（26.9%）（26.9%）

市税
10,196,001 千円
（26.9%）

地方交付税
11,400,000 千円
（30.0%）

国庫支出金
3,888,579 千円
（10.3%）

市債
2,635,100 千円
（6.9%）

県支出金など
4,630,275 千円
（12.2%）

繰入金
2,391,281 千円
（6.3%）

使用料及び手数料など
2,806,764 千円
（7.4%）

依存財源依存財源
（59.4%）（59.4%）
依存財源
（59.4%）

歳入歳入
37379億4,804,800万円万円
（100.0%）（100.0%）

歳入
379億4,800万円
（100.0%）
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■ 

国
庫
支
出
金
＝
国
が
、
地
方
公
共
団
体

に
特
定
の
行
政
費
の
一
部
と
し
て
、
交

付
す
る
補
助
金
や
委
託
金

■ 

繰
入
金
＝
一
般
会
計
、
特
別
会
計
、
基

金
等
の
会
計
間
に
お
け
る
現
金
の
移
動

を
表
す
も
の
。
例
え
ば
、
一
般
会
計
の

歳
出
に
不
足
が
生
じ
た
場
合
に
、
基
金

か
ら
取
り
崩
し
て
一
般
会
計
に
繰
り
入

れ
る
こ
と
な
ど
を
い
う

■ 

使
用
料
及
び
手
数
料
＝
公
共
施
設
の
使

用
や
公
共
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
た
こ
と
の

対
価
と
し
て
利
用
者
等
か
ら
徴
収
す
る

も
の
で
、
高
等
学
校
の
授
業
料
、
各
種

公
共
施
設
の
使
用
料
、
住
民
票
等
各
種

証
明
の
発
行
手
数
料
等

■ 

市
債
＝
市
が
建
設
事
業
や
災
害
復
旧
事

業
な
ど
を
行
う
と
き
、
財
源
と
な
る
借

入
金

■ 

普
通
建
設
事
業
＝
道
路
や
公
園
、
学
校

な
ど
公
共
施
設
を
建
設
す
る
た
め
の
経

費
■ 

性
質
別
＝
予
算
及
び
決
算
に
お
け
る

「
節
」
の
区
分
を
基
準
と
し
た
分
類
で

あ
り
、
財
政
の
健
全
性
、
弾
力
性
を
測

定
す
る
こ
と
が
で
き
る

■ 

目
的
別
＝
予
算
及
び
決
算
に
お
け
る

「
款
」
「
項
」
の
区
分
を
基
準
と
し
た

分
類
で
あ
り
、
各
部
各
課
ご
と
の
お
お

ま
か
な
予
算
の
比
重
を
知
る
こ
と
が
で

き
る

■ 

人
件
費
＝
特
別
職
や
一
般
職
の
給
与
な

ど
■ 

扶
助
費
＝
生
活
保
護
費
や
児
童
手
当
な

ど
に
充
て
る
た
め
の
経
費

■ 

公
債
費
＝
市
が
発
行
し
た
地
方
債
（
借

金
）
返
済
の
た
め
の
経
費

■ 

物
件
費
＝
施
設
の
維
持
管
理
や
物
品
購

入
の
た
め
の
経
費

べ
１
億
３
，
９
７
５
万
円
増
の

50
億
９
，
０
５
５
万
５
千
円
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
投
資
的
経
費
は
、
中
心

市
街
地
再
開
発
事
業
や
産
業
支
援

セ
ン
タ
ー
建
設
事
業
な
ど
大
型
事

業
の
終
了
に
よ
り
、
前
年
度
に
比

べ
18
億
５
，
０
９
６
万
円
減
の

42
億
５
，
１
８
１
万
７
千
円
と

な
っ
て
い
ま
す
。

市民と地域がつくる新たな 

平成19年度一般会計当初予算は
379億4,800万円

　

歳　

出

　

義
務
的
経
費
の
う
ち
、
扶
助

費
は
、
児
童
手
当
の
制
度
改
正

な
ど
に
伴
い
、
前
年
度
に
比
べ

３
億
５
，
６
３
２
万
６
千
円
増
の

74
億
47
万
円
。
公
債
費
は
、
平

成
15
年
度
に
借
入
れ
た
臨
時
財

政
対
策
債
の
償
還
が
始
ま
る
こ

と
な
ど
に
よ
り
、
前
年
度
に
比民生費民生費

12,070,040 千円12,070,040 千円
（31.8%）（31.8%）

教育費教育費
5,219,725 千円5,219,725 千円
（13.7%）（13.7%）公債費公債費

5,090,555 千円5,090,555 千円
（13.4%）（13.4%）

総務費総務費
4,398,250 千円4,398,250 千円
（11.6%）（11.6%）

土木費土木費
3,638,393 千円3,638,393 千円
（9.6%）（9.6%）

民生費
12,070,040 千円
（31.8%）

教育費
5,219,725 千円
（13.7%）公債費

5,090,555 千円
（13.4%）

総務費
4,398,250 千円
（11.6%）

土木費
3,638,393 千円
（9.6%）

農林水産業費
2,626,781 千円
（6.9%）

衛生費
2,545,312 千円
（6.7%）

消防費
1,161,434 千円
（3.1%）

商工費
372,642 千円
（1.0%）

その他
824,868 千円
（2.2%）

歳出歳出
（目的別）（目的別）

37379億4,804,800万円万円
（100.0%）（100.0%）

歳出
（目的別）

379億4,800万円
（100.0%）

人件費人件費
8,333,853 千円8,333,853 千円
（22.0%）（22.0%）

扶助費扶助費
7,400,470 千円7,400,470 千円
（19.5%）（19.5%）

公債費公債費
5,090,555 千円5,090,555 千円
（13.4%）（13.4%）

投資的経費投資的経費
4,251,817 千円4,251,817 千円
（11.2%）（11.2%）

その他の経費その他の経費
12,871,305 千円12,871,305 千円
（33.9%）（33.9%）

※物件費、補助費等、※物件費、補助費等、
　維持補修費、繰出　維持補修費、繰出
　金等が含まれます。　金等が含まれます。

歳出歳出
（性質別）（性質別）

37379億4,804,800万円万円
（100.0%）（100.0%）

人件費
8,333,853 千円
（22.0%）

扶助費
7,400,470 千円
（19.5%）

公債費
5,090,555 千円
（13.4%）

投資的経費
4,251,817 千円
（11.2%）

その他の経費
12,871,305 千円
（33.9%）

※物件費、補助費等、
　維持補修費、繰出
　金等が含まれます。

歳出
（性質別）

379億4,800万円
（100.0%）

義

務

的

費
経

義

務

的

費
経
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新
年
度
予
算
の
特
徴

　

平
成
19
年
度
当
初
予
算
は
、
健

全
財
政
の
維
持
を
念
頭
に
置
き
な

が
ら
、
平
成
20
年
度
に
ス
タ
ー
ト

す
る
「
鹿
屋
市
総
合
計
画
」
の
策

定
の
年
と
位
置
づ
け
、
地
域
固
有

の
資
源
や
特
性
を
生
か
し
た
産
業

振
興
や
交
流
促
進
な
ど
、
地
域
経

済
の
活
性
化
に
よ
る
自
立
し
た
自

治
体
を
推
進
す
る
た
め
、
次
の
６

つ
を
政
策
の
柱
に
、
こ
れ
ま
で
以

上
に
効
率
的
な
市
政
推
進
、
事
業

構
築
を
図
る
こ
と
と
し
て
予
算
を

編
成
し
ま
し
た
。

① 

地
域
の
特
性
・
資
源
を
生
か
し

た
活
力
あ
る
産
業
が
展
開
す
る

ま
ち
づ
く
り

② 

拠
点
都
市
機
能
の
充
実
と
快
適

な
生
活
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り

③ 

健
や
か
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

ま
ち
づ
く
り

④ 

人
を
育
て
心
を
育
む
ま
ち
づ
く

り
⑤ 

豊
か
な
自
然
と
共
生
・
調
和
し

た
ま
ち
づ
く
り

⑥ 

地
域
と
と
も
に
進
め
る
改
革

と
、
時
代
に
適
合
し
た
自
治
体

づ
く
り

※ 

６
つ
の
政
策
の
柱
の
内
容
に
つ

い
て
は
、
下
表
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。

　

三
位
一
体
改
革
に
よ
る
所
得
税

か
ら
市
民
税
へ
の
税
源
移
譲
に
よ

り
市
税
は
12
・
０
％
の
増
収
が
見

込
ま
れ
、
歳
入
に
占
め
る
一
般
財

源
（
使
途
が
特
定
さ
れ
て
い
な
い

財
源
）
の
比
率
は
前
年
度
の
66
・

９
％
か
ら
71
・
８
％
に
増
加
し
ま

し
た
。
一
方
、
市
債
は
、
財
政
改

革
の
実
施
に
よ
り
、
借
入
限
度
額

を
当
該
年
度
の
元
利
償
還
費
の
約

52
％
に
抑
え
た
こ
と
か
ら
、
平
成

19
年
度
末
の
地
方
債
残
高
見
込
み

は
、
前
年
度
よ
り
約
15
億
円
程
度

減
少
し
、
約
４
７
３
億
６
千
万
円

程
度
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

　

な
お
、
そ
の
５
割
程
度
は
返
済

時
に
地
方
交
付
税
措
置
さ
れ
る
と

い
う
有
利
な
も
の
に
な
っ
て
い
ま

す
。
今
後
も
市
債
を
発
行
す
る
場

合
に
は
、
交
付
税
措
置
の
あ
る
有

利
な
も
の
を
選
び
、
将
来
に
わ
た

り
健
全
財
政
を
確
保
す
る
よ
う
努

め
て
い
き
ま
す
。

特
別
会
計
・
公
営
企
業
会
計

　

 　

特
別
会
計
全
体
で
は
、
前
年

度
比
6.6
％
増
の
３
３
０
億
２
，

１
５
５
万
８
千
円
で
、
主
な
特

別
会
計
の
増
減
の
要
因
は
次
の

と
お
り
で
す
。

●
国
民
健
康
保
険
事
業

　

 　

前
年
度
比
11
・
３
％
増
の
１

　

 

２
１
億
３
，
３
１
１
万
１
千
円

と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、

６つの政策の柱

① 地域の特性・資源を生か
した活力ある産業が展開
するまちづくり

　地域の基幹産業である第１次産
業を基軸とした内発型産業の振興
と企業誘致を柱に、「産業支援セ
ンター」を拠点として、地域経済
の活性化に向けた施策・事業を展
開します。

■産業支援センター運営経費
　　（1,524万７千円）

■勤労者福祉サービスセンター経費
（1,967 万３千円）

■企業誘致推進事業
　　（1,765 万３千円）

■地場産業振興支援事業
　　（2,162万１千円）

■ばらを活かしたまちづくり推進事業
（2,550万３千円）

③ 健やかで安心して暮らせ
るまちづくり

　すべての市民が、安心して健や
かに生活できる環境を確保するた
め、総合的な福祉社会の構築と災
害に強いまちづくりを推進しま
す。

■つどいの広場事業
　　　　（443万円）

■ファミリー・サポートセンター事業
（443万１千円）

■ 不妊治療費助成事業
　　　　（102万８千円）

■あんしん地域ネットワーク推進事業
（766万２千円）

■災害時緊急放送設備整備事業
　　　　（219万円）

② 拠点都市機能の充実と快
適な生活のあるまちづく
り

　「リナシティかのや」市民交流
センターにおける様々な交流の創
出や、主要幹線道路など、大隅の
拠点都市としての機能・環境づく
りを推進します。

■総合交通対策事業
　　（4,580万円）

■主要幹線道路整備事業
　　（１億1,338万６千円）

■市営住宅火災報知器設置事業
　　（1,320万９千円）

■吾平自然公園整備事業
　　（2,500万円）

■ まちづくり交付金事業
　　（4,565 万７千円）

育児に関する情報交換などが
できるつどいの広場「ひよこ」

４月１日にオープンした
リナシティかのや

産業振興の拠点施設となる
鹿屋市産業支援センター

6
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前
期
高
齢
者
の
医
療
費
の
増

や
、
平
成
18
年
10
月
に
施
行
さ

れ
た
保
険
財
政
共
同
安
定
化
事

業
拠
出
金
の
増
が
主
な
要
因
で

す
。

●
老
人
保
健

　

 　

前
年
度
比
2.7
％
増
の
１
１
２

　

 

億
２
，
６
５
８
万
３
千
円
と

な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
年

齢
の
上
昇
及
び
医
療
の
高
度
化

に
加
え
、
平
成
19
年
10
月
以
降

新
規
受
給
者
が
発
生
す
る
な
ど

医
療
費
が
増
え
て
い
る
こ
と
が

主
な
要
因
で
す
。

●
介
護
保
険
事
業

　

 　

前
年
度
比
1.1
％
増
の
73
億

　

 

６
２
５
万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
は
、
高
齢
化
の
進
展
に

伴
う
、
要
介
護
認
定
者
や
サ
ー

ビ
ス
利
用
者
の
増
に
よ
る
介
護

給
付
費
の
増
が
主
な
要
因
で
す
。

●
公
共
下
水
道
事
業

　

 　

前
年
度
比
29
・
４
％
増
の
22

　

 

億
３
，
５
８
３
万
５
千
円
と

な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
平

成
18
年
度
か
ら
実
施
し
て
い
る

処
理
場
増
設
工
事
の
事
業
費
が

増
加
し
た
こ
と
が
主
な
要
因
で

す
。

●
水
道
事
業

　
 　

水
道
事
業
会
計
予
算
は
、
収

入
源
と
支
出
用
途
の
性
格
に

よ
っ
て
、
収
益
的
収
支
と
資
本

的
収
支
に
分
か
れ
ま
す
。
収
益

的
収
支
は
水
道
事
業
の
経
営
活

動
に
、
資
本
的
収
支
は
水
道
施

設
の
整
備
事
業
に
充
て
ら
れ
ま

す
。

収 益 的 収 支
収　入 1,669,478 千円

支　出 1,464,819 千円

資 本 的 収 支
収　入 325,343 千円

支　出 1,128,682 千円

会計別予算額の内訳

水道事業

会計区分 予算額 前年度比較

一般会計 37,948,000 千円 △ 0.1

特

別

会

計

国民健康保険事業 12,133,111 千円 11.3

老 人 保 健 11,226,583 千円 2.7

介 護 保 険 事 業 7,306,250 千円 1.1

公共下水道事業 2,235,835 千円 29.4

下 水 道 事 業 47,251 千円 1.2

輝北簡易水道事業 70,500 千円 △ 55.9

立小野簡易水道 2,028 千円 0.5

小　計 33,021,558 千円 6.6

合　　計 70,969,558 千円 2.9

④ 人を育て心を育むまちづ
くり

　これからの鹿屋市を担う子ども
たちを育む教育環境の整備や生涯
学習の推進による人材育成、文化
やスポーツ振興を通じた交流を促
進します。

■小学校施設整備事業
　　　　（3,478万５千円）

■芸術文化学習プラザ自主文化事業
　　　　（1,179万６千円）

■かのやグラウンド･ゴルフ場管理運営経費
（3,049万４千円）

■ かのや英語大好き特区事業
　　　　（2,017 万９千円）

■ 不登校児童生徒支援事業
　　　　（353万円）

⑥ 地域とともに進める改革
と、時代に適合した自治
体づくり

　時代に合致した持続可能な自立
都市の形成に向けて、行財政改革
の推進や、コミュニティ活動の充
実などによる協働社会の構築を促
進します。

■職員研修経費
　　　　（857 万２千円）

■広聴広報推進事業
　　　　（359万４千円）

■電子自治体推進事業
　　　　（818万７千円）

■有線放送施設等整備事業
　　　　（3,200万円）

■自動交付機事業
　　　　（1,096万円）

⑤ 豊かな自然と共生・調和
したまちづくり

　市民の財産である豊かな自然環
境を次代に引きつぐため、河川の
浄化や廃棄物対策の取組みなど、
循環型社会の実現を進めます。

■環境対策推進事業
　　　　（188万９千円）

■不法投棄防止対策事業
　　　　（584万７千円）

■ごみ減量・リサイクル事業
　　　　（6,359万６千円）

■環境保全型農業総合推進事業
（740万９千円）

■農地・水・環境保全向上対策事業
　　（750万１千円）

平成 19 年度一般会計当初予算特集

本庁及び中央サービスコーナーに
設置された自動交付機

不法投棄パトロールを強化 ７月にオープン予定の
かのやグラウンド・ゴルフ場

KANOYA  CITY
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市
で
は
、
平
成
18
年
３
月
に
策
定
し
た
「
鹿
屋
市
行
政
経
営

改
革
大
綱
」
の
「
自
主
性
・
自
立
性
の
高
い
財
政
運
営
の
確
保
」

に
基
づ
き
、
歳
入
に
見
合
っ
た
歳
出
の
財
政
運
営
を
基
本
と

す
る
『
鹿
屋
市
財
政
改
革
プ
ロ
グ
ラ
ム
』
を
策
定
し
ま
し
た
。

　

こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
鹿
屋
市
の
財
政
改
革
に
関
す
る
方

策
を
数
値
目
標
を
交
え
な
が
ら
具
体
化
し
た
も
の
で
、
市
の

財
政
運
営
の
方
向
性
を
定
め
た
も
の
で
す
。
こ
の
プ
ロ
グ
ラ

ム
の
実
施
に
当
た
り
、
数
値
目
標
達
成
に
向
け
一
丸
と
な
っ

て
財
政
改
革
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
の
で
、
市
民
の
皆

様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
策
定
の
背

景
及
び
目
的

　

国
か
ら
地
方
へ
の
権
限
委
譲
な

ど
、
地
方
分
権
が
加
速
度
的
に
推

進
さ
れ
る
と
と
も
に
、
国
庫
補
助

負
担
金
の
廃
止
・
削
減
や
税
財
源

の
移
譲
、
地
方
交
付
税
制
度
の
見

直
し
を
一
体
的
に
行
う
三
位
一
体

改
革
が
強
力
に
推
進
さ
れ
、
結
果

と
し
て
、
地
方
の
一
般
財
源
総
額

が
大
幅
に
減
少
し
て
き
て
お
り
、

地
方
を
取
り
巻
く
財
政
環
境
が
大

き
く
変
化
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
合
併
後
は
じ
め
て
の
実

質
的
な
予
算
編
成
と
な
っ
た
平
成

19
年
度
の
作
業
に
お
い
て
、
旧
市

町
間
の
整
備
状
況
等
の
格
差
が
あ

き
ら
か
に
な
っ
た
こ
と
に
よ
り
、

新
市
の
一
体
性
の
速
や
か
な
確
保

と
、
均
衡
あ
る
発
展
を
推
進
す
る

た
め
、
今
後
の
財
政
需
要
が
増
大

す
る
こ
と
が
予
測
さ
れ
ま
す
。

　

今
後
の
市
政
運
営
を
円
滑
、
か

つ
効
率
的
に
行
う
た
め
に
は
、
持

続
可
能
な
健
全
財
政
を
確
立
し
て

い
く
必
要
が
あ
り
、
財
政
の
健
全

化
を
図
る
こ
と
が
重
要
な
責
務
で

あ
り
ま
す
。

市
の
財
政
状
況

　

合
併
後
の
市
の
財
政
は
、
合
併

前
の
各
市
町
と
同
様
に
自
主
財
源

に
乏
し
く
、
国
・
県
支
出
金
や
地

方
交
付
税
な
ど
の
財
源
に
依
存
す

る
割
合
が
高
い
歳
入
構
造
に
な
っ

鹿屋市行政経営改革大綱に基づく実施計画書

鹿屋市財政改革 
プログラムを策定

行財政改革に市民の意見を反映させるために設置された行革推進委員会
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※ このグラフは、一般会計ベースで作成して
あります。
※ 平成17年度までは決算、平成18年度は６
月補正後の予算ベースです。

0

10,000

20,000

30,000

40,000

50,000

H12

義務的経費
H13 H14 H15 H16 H17 H18

投資的経費
その他の経費
市税＋地方交付税

区　分 17 年度 18 年度 19 年度 20 年度 21 年度

財政見通しＡ 40,240 44,741 38,871 42,887 42,178

Ａ
の
財
源
内
訳

国・県
支出金 7,531 8,043 6,528 8,169 7,537

地方債 2,722 3,808 1,945 3,006 2,519

その他 3,850 4,306 1,998 2,143 2,026

一般財源Ｂ 26,137 28,584 28,400 29,569 30,096

一般財源
計画額Ｃ 26,907 27,796 27,587 27,645 26,969

財源過不足額
（Ｃ－Ｂ） 770 △ 788 △ 813 △ 1,924 △ 3,127

新市まちづくり計画の
実施計画に基づく要求ベースでの試算

単位：百万円

し
た
。

　

こ
の
財
源
不
足
額
を
基
金
の
取

り
崩
し
だ
け
で
対
応
し
た
場
合
、

① 

平
成
22
年
度
に
は
当
初
予
算
編

成
に
支
障
を
き
た
す
こ
と

② 

財
源
調
整
に
活
用
可
能
な
三
基

金
（
財
政
調
整
基
金
、
地
方
債

管
理
基
金
、
地
域
振
興
基
金
）

は
、
平
成
21
年
度
末
に
は
約

17
億
円
ま
で
減
少
す
る
こ
と

③ 

基
金
総
額
に
お
い
て
も
、
平
成

21
年
度
末
に
は
平
成
17
年
度
末

に
比
べ
、
半
額
以
下
に
減
少
す

る
こ
と

が
予
想
さ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
平
成
19
年
度
末
に
策
定

さ
れ
る
、
新
市
の
総
合
計
画
に
お

い
て
、
戦
略
的
・
重
点
的
に
取
り

組
む
各
施
策
に
対
応
す
る
た
め
に

も
そ
の
財
源
対
策
と
し
て
基
金
を

確
保
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
全
て

の
事
務
事
業
に
お
い
て
抜
本
的
な

見
直
し
を
行
う
と
と
も
に
、
徹
底

し
た
無
駄
の
排
除
や
本
市
の
体
力

に
見
合
う
予
算
規
模
に
修
正
す
る

こ
と
が
必
要
不
可
欠
で
す
。

　

て
お
り
、
市
税
収
入
の
安
定
し
た

伸
び
も
期
待
で
き
な
い
状
況
で

す
。

　

ま
た
、
合
併
前
の
バ
ブ
ル
崩
壊

後
に
、
景
気
浮
揚
策
と
し
て
国
を

挙
げ
て
行
っ
た
社
会
資
本
整
備
に

伴
う
地
方
債
の
元
利
償
還
金
の
増

加
や
、
少
子
高
齢
化
に
よ
り
社
会

保
障
費
が
年
々
増
加
す
る
一
方
、

国
の
三
位
一
体
改
革
に
よ
る
一
般

財
源
総
額
の
減
少
や
、
投
資
的
経

費
の
財
源
不
足
を
補
う
た
め
、
各

種
基
金
を
取
り
崩
し
た
こ
と
か

ら
、
基
金
残
高
が
減
少
傾
向
に
あ

り
、
厳
し
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

今
後
の
財
政
見
通
し
と
そ

の
課
題

　

平
成
21
年
度
ま
で
の
財
政
見
通

し
を
試
算
す
る
と
、
一
般
財
源
計

画
額
は
、
過
去
の
決
算
額
の
伸
び

率
や
現
在
の
経
済
状
況
、
国
が
示

し
た
中
期
展
望
な
ど
一
定
の
条
件

の
基
に
、
伸
び
率
を
最
小
限
に
抑

え
、
ま
た
、
歳
出
に
つ
い
て
は
、

現
段
階
に
お
け
る
国
の
制
度
が
維

持
さ
れ
る
も
の
と
仮
定
し
、
合
併

時
の
新
市
ま
ち
づ
く
り
計
画
に
お

け
る
各
課
の
要
望
額
を
基
に
試
算

し
た
こ
と
か
ら
、
平
成
19
年
度
か

ら
21
年
度
ま
で
の
３
か
年
間
で
総

額
58
億
６
，
４
０
０
万
円
も
の
財

源
不
足
が
生
じ
る
結
果
と
な
り
ま

鹿屋市財政改革プログラムを策定特集

性質別経費と市税＋地方交付税の推移
単位：百万円

性質別経費及び
市税等の推移について

H12 H13 H14 H15 H16 H17 H18

義 務 的 経 費 18,148 18,825 19,041 18,979 19,273 19,324 20,535

投 資 的 経 費 10,001 10,127 8,929 7,710 9,595 11,446 10,459

そ の 他 の 経 費 12,660 13,189 13,048 13,136 13,608 14,638 12,662

市税＋地方交付税 24,581 24,564 24,469 24,344 23,169 22,677 21,996

＜解説＞
● 義務的経費（人件費・扶助費・公債費）
は、平成12年度以降右肩上がりに上昇
しているのに対し、市税及び臨時財政対
策債を含めた地方交付税の合計額は、地
方財政計画の縮小や三位一体改革の影響
を受け、右肩下がりになっています。
　 このことから、これまでは、市税及び交
付税等で義務的経費を賄えていたもの
が、今後は厳しい状況にあることがうか
がえます。
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※ このグラフは、一般会計ベースで作成しま
した。
※ 平成17年度までは決算、平成18年度は6
月補正後の予算ベース、平成19～21年度
は財政収支の見通し（試算）です。
※ ３基金残高は、財源調整に活用可能な財政
調整基金、地方債管理基金、地域振興基金
の合算額です。

現状の財政見通しにおける
市債及び基金残高の推移予測

財
政
改
革
の
基
本
方
針

　

こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
お
け
る
財

政
改
革
の
基
本
方
針
は
次
の
５
項

目
で
す
。

① 

歳
入
に
見
合
っ
た
歳
出
と
し
、

財
源
対
策
と
し
て
の
基
金
の
繰

入
は
原
則
と
し
て
行
わ
な
い

② 

新
規
事
業
に
つ
い
て
は
、
原
則

と
し
て
新
市
の
総
合
計
画
策
定

ま
で
の
間
は
凍
結
す
る

③ 

真
に
重
点
的
に
推
進
す
べ
き
事

業
は
厳
選
の
う
え
、
重
点
化
事

業
と
し
て
位
置
づ
け
る

④ 

歳
入
に
見
合
っ
た
歳
出
と
す
る

た
め
、
一
般
財
源
、
市
債
の
限

度
額
を
各
部
に
割
り
当
て
る
枠

配
分
編
成
方
式
を
導
入
す
る

⑤ 

こ
れ
ま
で
聖
域
と
さ
れ
て
い
た

扶
助
費
等
も
含
め
、
徹
底
し
た

経
費
削
減
を
行
い
、
経
常
収
支

比
率
の
目
標
値
を
意
識
し
た
改

革
を
目
指
す

財
政
改
革
の
目
標

　

こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
平
成
19

年
度
か
ら
21
年
度
ま
で
の
３
か
年

を
「
集
中
改
革
期
間
」
と
し
、
数

値
目
標
を
含
め
た
次
の
３
項
目
を

目
標
に
掲
げ
ま
し
た
。

① 
新
市
の
「
総
合
計
画
」
の
着
実

な
推
進
が
図
れ
る
よ
う
、
各
年

度
に
財
源
不
足
を
生
じ
な
い
財

政
構
造
を
構
築
す
る

② 

経
常
収
支
比
率
の
目
標
値
を
平

成
21
年
度
に
87
％
以
下
と
し
、

今
後
も
段
階
的
に
改
革
を
推
進

し
、
平
成
23
年
度
ま
で
に
85
％

以
下
に
な
る
よ
う
努
め
る

③ 

市
債
発
行
に
つ
い
て
は
、
政
策

的
経
費
の
抑
制
に
あ
わ
せ
、
当

該
年
度
の
元
利
償
還
金
の
75
％

以
内
と
す
る

歳
入
改
革
の
取
り
組
み

①
市
税
等
に
よ
る
歳
入
の
確
保

　

市
税
徴
収
率
の
向
上

　

 　

新
収
納
高
揚
４
か
年
計
画
に

基
づ
き
、
引
き
続
き
滞
納
整
理

を
推
進
し
、税
負
担
の
公
平
性
・

適
正
化
を
進
め
る
と
と
も
に
、

徴
収
率
の
向
上
に
取
り
組
み
ま

す
。

　

 

住
宅
使
用
料
・
保
育
料
の
収
納

率
の
向
上

　

 　

特
別
滞
納
整
理
班
の
設
置
な

ど
徴
収
体
制
を
整
備
す
る
と
と

も
に
、
連
帯
保
証
人
と
の
連
携

や
、
訴
訟
な
ど
法
的
措
置
を
強

化
し
ま
す
。

②
受
益
者
負
担
の
適
正
化

　

公
平
性
、平
等
性
の
観
点
か
ら
、

サ
ー
ビ
ス
の
質
、
量
と
、
そ
れ
に

見
合
う
ト
ー
タ
ル
コ
ス
ト
等
を
考

慮
す
る
と
と
も
に
、
今
後
、
指
定

指定管理者制度が導入
された輝北天球館

H12

全基金残高

H13 H14 H15 H16 H17 H18 H19 H20 H21

３基金残高市債残高

0

3,000

6,000

9,000

12,000

15,000
基金残高

40,000

42,000

44,000

46,000

48,000

50,000
市債残高

市債残高及び基金残高
単位：百万円

H12 H13 H14 H15 H16 H17 H18 H19 H20 H21

市債残高 43,117 43,280 43,335 44,319 46,473 48,028 49,179 48,173 48,005 46,832

全基金残高 14,112 13,925 13,180 13,087 12,562 11,016 8,150 8,091 6,923 4,552

３基金残高 8,670 8,877 8,351 8,354 8,411 8,203 5,382 5,309 4,127 1,742

＜解説＞
● 市債残高は、経費浮揚策や地方の財源不
足を補うため、国が発行を許可した市債借
入れの増により、平成15年度以降増加を
続けていましたが、平成18年度をピークに
減少に転じる予定です。
● 基金残高は、一般財源総額の減少や、投
資的経費の財源不足を補うため、各種基
金を取り崩して対応してきたことから減少
傾向にあり、今後、財源不足額を基金の取
り崩しだけで対応した場合、さらに基金残
高の減少が続くことが予測されます。
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管
理
者
制
度
に
移
行
す
る
施
設
に

つ
い
て
は
、
利
用
料
金
制
度
に
お

い
て
適
正
な
受
益
者
負
担
と
な
る

よ
う
使
用
料
、
手
数
料
な
ど
の
見

直
し
を
行
い
ま
す
。

③
市
有
財
産
の
遊
休
地
の
売
却

　

普
通
財
産
、
道
路
残
地
や
里
道

等
の
行
政
財
産
な
ど
、
現
時
点
で

行
政
目
的
と
し
て
活
用
が
見
込
め

な
い
土
地
等
に
つ
い
て
は
、
積
極

的
に
短
期
貸
付
や
売
却
処
分
な
ど

を
行
い
ま
す
。

④
公
金
預
金
の
新
た
な
管
理

　

公
金
の
預
金
は
、
こ
れ
ま
で
確

実
・
有
利
な
管
理
方
法
と
し
て
、

金
融
機
関
へ
の
預
金
で
管
理
し
て

き
ま
し
た
が
、
元
本
及
び
利
息
が

保
証
さ
れ
、
比
較
的
利
息
の
高
い

国
債
等
の
債
権
で
の
管
理
を
導
入

し
ま
す
。

⑤
広
報
等
を
活
用
し
た
広
告
収
入

　
「
広
報
か
の
や
」や
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
広
告
掲
載
を
行
う
こ
と
で
、

新
た
な
収
入
の
確
保
を
図
り
ま

す
。

歳
出
改
革
の
取
り
組
み

①
経
常
的
経
費
の
削
減

　

人
件
費
の
抑
制

　

  　

定
員
適
正
化
計
画
に
基
づ

き
、
平
成
21
年
度
ま
で
に
、
職

員
数
の
７
％
削
減
を
目
標
と
し

ま
す
。

　

指
定
管
理
者
制
度
の
導
入

　

 　

全
て
の
「
公
の
施
設
」
に
つ

い
て
、
そ
の
設
置
目
的
及
び
管

理
運
営
の
効
率
性
、
経
済
性
等

全
般
に
つ
い
て
検
証
を
行
い
、

低
コ
ス
ト
で
適
正
な
サ
ー
ビ
ス

が
提
供
で
き
る
と
判
断
さ
れ
た

施
設
に
つ
い
て
、
積
極
的
に
指

定
管
理
者
制
度
を
導
入
し
ま

す
。

　

扶
助
費
の
抑
制

　
 　

こ
れ
ま
で
聖
域
と
さ
れ
て
い

た
扶
助
費
に
つ
い
て
は
、
年
々

増
加
す
る
社
会
保
障
費
が
財
政

運
営
を
圧
迫
し
て
い
る
こ
と
か

ら
、
本
市
独
自
の
手
厚
い
サ
ー

ビ
ス
に
お
い
て
、
そ
の
役
割
及

び
効
果
を
検
証
し
、
削
減
、
廃

止
又
は
統
合
な
ど
の
見
直
し
を

行
い
ま
す
。

　

公
共
施
設
の
再
編
・
整
理

　

 　

合
併
に
よ
り
未
利
用
と
な
っ

た
り
、
類
似
す
る
公
共
施
設
に

つ
い
て
、
そ
の
役
割
の
見
直
し

や
統
廃
合
を
進
め
、
民
間
へ
の

売
却
等
も
含
め
検
討
を
行
い
ま

す
。

② 

政
策
的
経
費
の
見
直
し
と
重
点

化

　

事
務
事
業
の
再
編･

整
理

　

 　

人
件
費
、
扶
助
費
等
の
削
減

の
ほ
か
、
政
策
的
経
費
に
お
い

て
は
、
枠
配
分
編
成
方
式
を
導

入
し
、
事
業
全
般
に
つ
い
て
、

重
点
化
事
業
と
そ
の
他
の
事
業

に
区
別
し
、
事
業
の
縮
小
・
廃

止
・
繰
り
延
べ
等
、
徹
底
し
た

見
直
し
を
行
い
、
事
業
の
優
先

順
位
を
決
定
し
ま
す
。

　

市
単
独
補
助
金
の
見
直
し

　

 　

市
が
単
独
で
行
う
補
助
金
に

つ
い
て
は
、
費
用
対
効
果
や
、

公
益
性
・
有
効
性
の
観
点
か
ら
、

審
議
会
等
に
諮
り
、
積
極
的
な

見
直
し
を
行
い
、
総
額
を
抑
制

し
ま
す
。

③
公
債
費
の
縮
減

　

市
債
発
行
の
総
額
抑
制

　

 　

公
債
費
を
縮
減
す
る
に
は
、

市
債
の
借
入
額
を
抑
制
す
る
こ

と
が
最
も
効
果
的
で
あ
る
こ
と

か
ら
、
毎
年
度
の
市
債
の
借
入

額
を
当
該
年
度
元
利
償
還
金
の

75
％
以
内
に
抑
制
し
ま
す
。

　

合
併
特
例
事
業
債
の
総
額
抑
制

　
 　

合
併
特
例
事
業
債
は
、
後
年

度
の
返
済
に
対
し
交
付
税
措
置

の
高
い
有
利
な
市
債
で
あ
る

が
、あ
く
ま
で
も
借
金
で
あ
り
、

今
後
の
交
付
税
制
度
が
不
透
明

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
借
入
限
度

額
の
60
％
以
内
と
し
、
借
入
総

額
の
抑
制
に
努
め
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】

　

市
財
政
課

　

☎
０
９
９
４
─31
─１
１
２
６

■
経
常
収
支
比
率

　

地
方
公
共
団
体
の
財
政
構
造
の
弾

力
性
を
判
断
す
る
指
標
で
、
こ
の
数

値
が
高
い
ほ
ど
財
政
構
造
の
弾
力
性

が
な
く
、
財
政
の
硬
直
度
が
高
い

■
臨
時
財
政
対
策
債

　

地
方
の
財
源
不
足
に
対
し
、
地
方

財
政
法
第
5
条
の
特
例
と
し
て
、
発

行
が
許
可
さ
れ
る
使
途
が
特
定
さ
れ

な
い
赤
字
地
方
債

■
地
方
財
政
計
画

　

内
閣
が
毎
年
度
作
成
し
公
表
す
る

地
方
財
政
全
体
の
収
支
の
見
込
み
額

等
に
関
す
る
書
類
で
、
地
方
公
共
団

体
の
予
算
編
成
の
目
安
と
な
る
も
の

■
基
金

　

特
定
の
目
的
の
た
め
に
財
産
を
維

持
し
、
資
金
を
積
み
立
て
又
は
定
額

の
資
金
を
運
用
す
る
た
め
に
設
け
ら

れ
た
資
金
又
は
財
産

■
財
政
調
整
基
金

　

財
源
に
余
裕
が
あ
る
年
度
に
積
立

を
行
い
、
予
期
し
な
い
収
入
減
や
支

出
増
等
に
備
え
る
こ
と
で
、
年
度
間

の
財
源
の
不
均
衡
を
調
整
す
る
目
的

で
設
置
し
て
い
る
基
金

■
地
方
債
管
理
基
金

　

地
方
債
の
償
還
及
び
地
方
債
の
適

正
な
管
理
に
必
要
な
財
源
を
確
保
し
、

将
来
に
わ
た
る
財
政
の
健
全
な
運
営

に
資
す
る
た
め
に
設
置
し
て
い
る
基

金■
地
域
振
興
基
金

　

市
内
各
地
域
の
振
興
を
図
る
こ
と

を
目
的
と
し
た
公
共
施
設
等
の
整
備
、

そ
の
他
地
域
の
振
興
に
資
す
る
事
業

を
実
施
す
る
た
め
の
財
源
と
し
て
設

置
し
て
い
る
基
金

■
合
併
特
例
事
業
債

　

合
併
市
町
村
が
ま
ち
づ
く
り
推
進

の
た
め
、
合
併
時
の
「
新
市
ま
ち
づ

く
り
計
画
」
に
基
づ
い
て
行
う
公
共

的
施
設
の
整
備
事
業
等
の
た
め
に
借

り
入
れ
る
地
方
債

■
指
定
管
理
者
制
度

　

地
方
公
共
団
体
の
施
設
を
、
指
定

を
受
け
た
「
指
定
管
理
者
」
に
管
理

を
代
行
さ
せ
る
も
の
で
、
「
指
定
管

理
者
」
の
対
象
が
営
利
企
業
の
ほ
か
、

社
会
福
祉
法
人
な
ど
の
公
益
法
人
、

特
定
非
営
利
活
動
法
人
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
）

及
び
法
人
格
を
も
た
な
い
団
体
へ
広

が
り
、
運
用
が
拡
大
さ
れ
た

■
定
員
適
正
化
計
画

　

将
来
的
な
職
員
数
の
目
標
数
値
や
、

当
面
の
職
員
定
数
に
つ
い
て
、
平
成

18
年
度
か
ら
22
年
度
ま
で
に
お
い
て
、

具
体
的
な
退
職
者
見
込
み
数
や
採
用

予
定
者
数
を
定
め
た
も
の

■ 

一
般
財
源
と
市
債
の
枠
配
分
編
成

方
式

　

予
算
編
成
に
当
た
っ
て
、
各
部
課

に
あ
ら
か
じ
め
一
定
額
の
予
算
を
提

示
し
、
そ
の
範
囲
内
で
予
算
要
求
を

行
わ
せ
る
方
式
で
、
各
部
課
の
裁
量

権
が
増
大
し
、
ス
ク
ラ
ッ
プ
＆
ビ
ル

ド
効
果
が
期
待
さ
れ
る

※ 

Ｐ
４
〜
Ｐ
５
の
財
政
用
語
ま
め
辞

典
①
も
ご
参
照
く
だ
さ
い
。

◆
◆
◆  

財
政
用
語
ま
め
辞
典
②  

◆
◆
◆

鹿屋市財政改革プログラムを策定特集
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直接画面にふれて楽しめるキッズコーナー

リナちゃんは子供たちに大人気

市民交流センターを楽しもうと、
家族連れなど大勢の市民が訪れ
ました。

ホワイエでは、ミニシアター上映映画の監督を務
めた喜多一郎氏と出演女優の麻宮美果氏のトーク
ショーが行われました。喜多一郎氏 麻宮美果氏

　

４
月
１
日
、
市
民
が
学
び
楽
し

め
る
鹿
屋
市
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー

が
リ
ナ
シ
テ
ィ
か
の
や
内
に
オ
ー

プ
ン
し
、
１
階
ガ
レ
リ
ア
で
開
所

式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

式
で
は
、
山
下
市
長
が
「
市
民

交
流
セ
ン
タ
ー
は
、
市
民
の
ふ
れ

あ
い
の
場
、
学
び
の
場
、
そ
し
て

交
流
の
場
で
あ
る
と
と
も
に
、
商

業
施
設
や
イ
ベ
ン
ト
広
場
な
ど
の

周
辺
施
設
と
連
携
し
、
ま
ち
に
に

ぎ
わ
い
を
創
出
し
、
中
心
市
街
地

の
活
性
化
を
促
進
す
る
こ
と
が
期

待
で
き
る
」
と
あ
い
さ
つ
し
た
ほ

か
、
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
や
く
す
玉
割

り
を
行
い
、開
所
を
祝
い
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
オ
ー
プ
ン
を
待
ち
わ

び
た
大
勢
の
市
民
が
来
場
。
ミ
ニ

シ
ア
タ
ー
で
映
画
を
観
賞
し
た

り
、
ゆ
っ
く
り
館
内
を
見
て
ま

わ
っ
た
り
、
情
報
プ
ラ
ザ
で
パ
ソ

コ
ン
や
館
内
案
内
ロ
ボ
ッ
ト
リ
ナ

ち
ゃ
ん
に
ふ
れ
た
り
す
る
な
ど
、

思
い
思
い
の
場
所
で
自
由
に
楽
し

み
ま
し
た
。

　

新
し
く
市
民
の
交
流
の
場
と
し

て
オ
ー
プ
ン
し
た
市
民
交
流
セ
ン

タ
ー
は
、
情
報
プ
ラ
ザ
、
福
祉
プ

鹿屋市市民交流センターが

■ トークショー
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４月３日に行われたリナシティかのや竣工式

芸術文化学習プラザ  0994－35－1004

ホール

■劇団かんな「新・ビルマの竪琴」
　５月３日（木）　11:00 ～　入場無料
　※ホールのこけらおとし公演

■音楽とバレエでおりなす日本の歳時記
　５月４日（金）　13:00 ～　入場無料
　※ コーラスやピアノ演奏をはじめ、民謡、太鼓、三味線、

バレエなどが披露される公演

■舞踊の祭典
　５月５日（土）　13:00 ～　入場無料
　※ 古典舞踊、新舞踊などをはじめ、新鹿屋音頭が披露
される公演

■沢田千秋ピアノリサイタル
　５月６日（日）14:00 ～　
　高校生以上 2,000 円
　小・中学生は先着 100人まで 1,000 円（以後 2,000 円）
　※ 鹿屋市出身で、現在注目されているピアニストの演
奏会

■山田恵範ギターコンサート
　～ラテンサウンドにのせて～
　５月 12日（土）　昼 13:00 ～　夜 17:30 ～
　前売券 3,000 円（当日券 3,500 円）
　※第１部は、地元カラオケ教室の発表
　 　 第２部は、ラテン界のトップギタリスト山田恵範と
アルパ奏者の増永雅子を迎えてのコンサート　

■中村紘子ピアノリサイタル
　５月 16日（水）　18:30 ～
　入場料 3,000 円（全席指定）
　※世界レベルのピアニストによる演奏会

ギャラリー　※入場無料

■グランドオープン記念文化祭
　５月３日（木）～９日（水）10:00 ～ 18:00 観覧無料
　※絵画、書道、生け花、短歌、俳句、工芸などを展示

オープン記念イベント

絵画等が展示されたギャラリー

ラ
ザ
、
健
康
ス
ポ
ー
ツ
プ
ラ
ザ
、

芸
術
文
化
学
習
プ
ラ
ザ
の
４

つ
か
ら
な
る
施
設
。
４
０
０
席

あ
る
ホ
ー
ル
を
は
じ
め
、
鹿
屋

市
で
初
め
て
の
本
格
的
な
ギ
ャ

ラ
リ
ー
や
映
画
を
観
賞
で
き
る

ミ
ニ
シ
ア
タ
ー
、
大
型
デ
ィ
ス

プ
レ
イ
を
通
じ
て
観
光
情
報
を

紹
介
す
る
情
報
ホ
ー
ル
、
プ
ラ

ネ
タ
リ
ウ
ム
を
上
映
す
る
映
像

ホ
ー
ル
な
ど
が
整
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
５
月
３
日
か
ら
は
、

ホ
ー
ル
の
こ
け
ら
お
と
し
公
演

を
皮
切
り
に
、
屋
外
ス
テ
ー
ジ

な
ど
を
利
用
し
た
イ
ベ
ン
ト
が

開
催
さ
れ
ま
す
。
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
に
つ
い
て
は
、
広
報
か
の
や

等
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

ホール

市民交流センター

オープニングセレモニーを飾った
笠之原太鼓同好会の和太鼓演奏笠之原太鼓同好会の和太鼓演奏

楽しい情報がいっぱいの情報プラザ
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鹿屋市産業支援センター

まちなかパークで
開催された開所式

産業支援センター前で行われたテープカット

　

４
月
３
日
、
北
田
町
の
旧
バ
ス

セ
ン
タ
ー
跡
に
オ
ー
プ
ン
し
た
鹿

屋
市
産
業
支
援
セ
ン
タ
ー
・
㈶
鹿

屋
市
中
小
企
業
勤
労
者
福
祉
サ
ー

ビ
ス
セ
ン
タ
ー
の
開
所
式
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
「
鹿
屋
市
産
業

支
援
セ
ン
タ
ー
」
「
㈶
鹿
屋
市
中

小
企
業
勤
労
者
福
祉
サ
ー
ビ
ス
セ

ン
タ
ー
」
す
で
に
業
務
を
開
始
し

て
い
る
「
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
か
の

や
」
の
３
つ
の
機
関
の
機
能
を
一

つ
に
整
え
ま
し
た
。

　

鹿
屋
市
産
業
支
援
セ
ン
タ
ー
は
、

第
一
次
産
業
を
生
か
し
た
内
発
型

産
業
の
振
興
と
、
企
業
誘
致
を
柱

と
し
た
産
業
振
興
や
雇
用
促
進
を

図
り
、
自
立
し
た
地
域
経
済
の
確

立
及
び
生
産
都
市
へ
の
構
造
改
革

を
目
指
す
た
め
の
拠
点
施
設
で
す
。

　

同
セ
ン
タ
ー
で
は
、
専
門
的
知

識
や
情
報
・
人
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

を
持
つ
民
間
出
身
の
ビ
ジ
ネ
ス
マ

ネ
ー
ジ
ャ
ー
を
配
置
し
、
起
業
や

事
業
拡
大
を
計
画
し
て
い
る
事
業

者
や
団
体
、
個
人
を
対
象
に
、
各

種
相
談
へ
の
対
応
や
、
セ
ミ
ナ
ー

を
開
催
す
る
な
ど
、
起
業
意
欲
の

あ
る
方
々
を
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

　

ま
た
、
㈶
鹿
屋
市
中
小
企
業
勤

労
者
福
祉
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
は
、

中
小
企
業
が
単
独
で
は
実
施
が
難

し
い
、
勤
労
者
の
た
め
の
福
利
厚

生
事
業
な
ど
を
大
企
業
並
み
に
行

う
施
設
で
産
業
支
援
セ
ン
タ
ー
の

２
階
に
開
所
。
一
般
健
康
診
断
や

人
間
ド
ッ
ク
受
診
に
対
す
る
助
成

を
行
う
福
利
厚
生
事
業
、
お
祝
金
、

障
害
、
傷
病
及
び
死
亡
弔
慰
金
な

ど
の
給
付
す
る
共
済
給
付
事
業
な

ど
を
行
う
予
定
で
す
。

　

北
田
町
の
ま
ち
な
か
パ
ー
ク
で

行
わ
れ
た
開
所
式
に
は
、
約
１
０

０
人
が
出
席
。
山
下
市
長
が
「
産

業
支
援
セ
ン
タ
ー
内
の
３
機
関
と

リ
ナ
シ
テ
ィ
か
の
や
が
連
携
す
る

こ
と
で
、
大
隅
地
域
の
産
業
振
興

の
拠
点
と
し
て
地
域
経
済
及
び
中

心
市
街
地
の
活
性
化
が
促
進
さ
れ

る
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
」
と
あ

い
さ
つ
。
そ
の
後
、
産
業
支
援

セ
ン
タ
ー
前
に
場
所
を
移
し
て
、

テ
ー
プ
カ
ッ
ト
を
行
い
、
オ
ー
プ

ン
を
祝
い
ま
し
た
。

【
問
い
合
わ
せ
】

　

鹿
屋
市
産
業
支
援
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
９
９
４
─40
─７
８
９
０

　

 

㈶
鹿
屋
市
中
小
企
業
勤
労
者

　

福
祉
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
９
９
４
─40
─９
９
３
１

旧バスセンター跡地に建てられた産業支援センター

中村湊
みなと

ビジネスマネージャー

鹿
屋
市
産
業
支
援
セ
ン
タ
ー
・
㈶
鹿
屋
市
中
小
企
業
勤
労
者

福
祉
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
が
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た



KANOYA  CITY
PUBLIC  RELATIONS15

鹿屋串良鹿屋串良ICIC

末吉財部末吉財部ICIC

大隅大隅ICIC

大崎大崎ICIC

志布志志布志ICIC

鹿屋串良IC

末吉財部IC

大隅IC

大崎IC

志布志IC

＝ 工事施工中（21年度供用開始予定）

＝ 着工区間

約
１
０
０
人
が
出
席
。
伊
藤
知
事

は
「
県
土
の
一
体
的
な
浮
揚
に
大

き
く
貢
献
す
る
東
九
州
自
動
車
道

の
建
設
に
弾
み
が
つ
く
」
と
述
べ
、

山
下
鹿
屋
市
長
は
「
こ
の
日
を
一

日
千
秋
の
思
い
で
待
ち
わ
び
て
い

た
」
と
喜
ぶ
と
と
も
に
、
志
布
志

IC
〜
鹿
屋
串
良
IC
間
の
早
期
着
工

と
日
南
IC
〜
志
布
志
IC
間
の
整
備

計
画
区
間
へ
の
格
上
げ
を
訴
え
ま

し
た
。

　

ま
た
、
大
崎
町
野
方
の
建
設
予

定
地
に
場
所
を
移
し
て
行
わ
れ
た

鍬
入
れ
式
で
は
、
大
き
な
か
け
声

と
と
も
に
鍬
が
入
れ
ら
れ
、
最
後

は
参
加
者
全
員
で
万
歳
三
唱
を
し

て
着
工
を
祝
い
ま
し
た
。

【
問
い
合
わ
せ
】

　

市
都
市
政
策
課
高
速
道
対
策
室

　

☎
０
９
９
４
─31
─１
１
３
０

　

３
月
21
日
、
東
九
州
自
動
車
道

の
鹿
屋
串
良
IC
〜
大
隅
IC
間
の
本

格
的
な
工
事
着
手
を
前
に
、
大
崎

町
で
起
工
式
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

東
九
州
自
動
車
道
は
、
福
岡
県

北
九
州
市
を
起
点
と
し
て
大
分
・

宮
崎
・
鹿
児
島
の
各
県
を
む
す
び
、

鹿
児
島
市
に
至
る
延
長
４
３
６
㎞

の
高
速
自
動
車
国
道
で
、
県
内
で

は
、
志
布
志
IC
〜
末
吉
財
部
IC
間

（
48
㎞
）
で
整
備
が
進
め
ら
れ
て

い
ま
す
。

　

こ
の
う
ち
今
回
、
起
工
式
が
行

わ
れ
た
鹿
屋
串
良
IC
〜
大
隅
IC
間

は
、
設
計
速
度
約
１
０
０
㎞
の
４

車
線
道
路
（
当
面
２
車
線
で
使

用
）
で
、
全
長
は
約
18
㎞
。
国
の

直
轄
事
業
（
新
直
轄
方
式
）
で
整

備
さ
れ
る
た
め
、
通
行
料
は
無
料

に
な
り
ま
す
。

　

大
崎
町
中
央
公
民
館
で
行
わ
れ

た
記
念
式
典
に
は
、
伊
藤
鹿
児
島

県
知
事
や
地
元
関
係
市
町
長
な
ど

大崎町中央公民館で行われた式典

大崎町の道路建設予定地で行われた鍬入れ

鹿
屋
串
良
IC
〜
大
隅
IC
間
が
着
工

東
九
州
自
動
車
道
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地
方
自
治
法
改
正
へ
の
対
応
や

行
財
政
改
革
の
一
環
と
し
て
、
平

成
19
年
４
月
１
日
か
ら
、
組
織
機

構
の
一
部
を
変
更
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
見
直
し
は
小
規
模
な
も

の
で
す
が
、
今
後
の
職
員
削
減
に

伴
い
、
引
き
続
き
組
織
機
構
の
見

直
し
を
行
い
、
地
方
分
権
時
代
に

ふ
さ
わ
し
い
自
立
し
た
鹿
屋
市
づ

く
り
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

市
が
目
指
す
組
織
イ
メ
ー
ジ
は

次
の
よ
う
な
も
の
で
す
。

①
小
さ
な
組
織

②
成
果
重
視
の
組
織

③
統
治
能
力
の
高
い
組
織

④
変
化
に
対
応
で
き
る
組
織

⑤
開
か
れ
た
組
織

【
問
い
合
わ
せ
】

　

市
行
政
経
営
改
革
課

　

☎
０
９
９
４
─31
─１
１
５
３

組
織
機
構
の
一
部
を
変
更
し
ま
し
た

6月末の廃止が決まった鹿屋市
東京事務所（4 階）。

主な変更内容

  

副
市
長
制
度

　

助
役
を
副
市
長
に
改
め
ま
し
た
。

　

※
副
市
長
は
１
名
で
す
。

  

収
入
役
の
廃
止

　

 

特
別
職
で
あ
る
収
入
役
を
廃
止

し
、
出
納
事
務
は
一
般
職
員
に

よ
る
会
計
管
理
者
が
担
っ
て
い

ま
す
。

  

新
設
・
統
合
・
縮
小
・
廃
止

　

 

課
・
係
の
見
直
し
を
行
い
、
全

体
で
２
課
９
係
を
削
減
し
ま
し

た
。

○
新　

設

　

財
政
改
革
推
進
室
の
新
設

　

 　

財
政
改
革
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
推

進
の
た
め
、
財
政
課
内
に
財
政

改
革
推
進
室
を
新
設
し
ま
し
た
。

　

教
育
改
革
推
進
室
の
新
設

　

 　

教
育
問
題
に
対
応
す
る
た
め
、

教
育
委
員
会
に
教
育
改
革
推
進

室
を
新
設
し
ま
し
た
。

○
統　

合

　

企
画
調
整
課

　

 　

政
策
形
成
機
能
を
強
化
す
る

た
め
、
地
域
政
策
課
を
企
画
調

整
課
に
統
合
し
ま
し
た
。

○
縮　

小

　

 

中
心
市
街
地
活
性
化
推
進
本
部

の
縮
小

　

 　

北
田
大
手
町
地
区
の
再
開
発

ビ
ル
の
完
成
に
よ
り
、
中
心
市

街
地
活
性
化
推
進
本
部
を
縮
小

し
、
ソ
フ
ト
対
策
中
心
の
機
能

に
見
直
し
ま
し
た
。

○
廃　

止

　

東
京
事
務
所

　

 　

平
成
19
年
６
月
末
を
も
っ
て

東
京
事
務
所
を
廃
止
し
ま
す
。

○
そ
の
他

　

 　

介
護
予
防
対
策
の
充
実
や
包

括
支
援
セ
ン
タ
ー
事
務
の
委
託
、

産
業
支
援
セ
ン
タ
ー
の
設
立
な

ど
に
よ
り
、
国
保
介
護
課
、
高

齢
障
害
福
祉
課
、
産
業
政
策
課
、

商
工
観
光
課
な
ど
で
係
体
制
の

見
直
し
を
行
い
ま
し
た
。

  

班
制
の
導
入

　

輝
北
・
吾
平
・
串
良
の
各
総
合

支
所
で
係
制
度
を
廃
止
し
、
班
制

度
を
導
入
し
ま
し
た
。
（
教
育
課

は
除
く
）

  

新
た
な
事
務
へ
の
対
応

 　

法
改
正
等
に
よ
る
新
た
な
事
務

に
対
応
し
て
い
ま
す
。

ペ
ッ
ト
対
策･･････

環
境
政
策
課

自
殺
対
策････････

健
康
増
進
課

協
働
の
推
進

　
　
　
　

････

市
民
活
動
推
進
課

16
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ま  ち  の  話  題
Town  Topics

仮装の部で優勝し
た「劇団かんな」
（左）

くしらん坊レースくしらん坊レース

　ジョギング大会には１㎞、2.5 ㎞、５㎞、10 ㎞
の４種目に 632 人が参加して、健脚を競いました。
　各種目の優勝者（年代別の優勝者をまとめて記
載）は次のとおり。（敬称略）

【 １ ㎞男子 】   山田毅、森山弦暉　【 １ ㎞女子】田畑花菜、寺田凛

【2.5 ㎞男子】    榎園隼、斉藤謙人、神田竜矢、松尾英晴、下村賢作、

                      志水幸一、土田政博、春薗清文

【2.5 ㎞女子】   竹井千弘、寺園みどり、柳田佳世子、吉村昌子、

　　　　　　 馬渡恵子、志水由美子、松永啓子、藤武ヨシ子

【 ５ ㎞男子】    川上諒平、入部充、野田建二、本髙和弘、前田泰郎、

新増日出光、竹山福雄

【 ５ ㎞女子】    木原成美、山田葉子、中村かおり、野元かおる、

　　　　　　 小谷イク、松永啓子、本村タツミ

【10㎞男子】    東恩納孝仁、吉田幸三、一松光春、平野幹夫、田中稔

【10㎞女子】    平さより、西村美和、宇山真樹子、倉みどり

　小学生・中学生・レディース・一般・仮装の５
部門で競った「くらん坊レース（むかで競争）」
には、39 チームが参加。賞金・賞品総額 130 万
円の争奪をかけて、激しいレースが繰り広げられ
ました。
　優勝チームは次のとおり。
【 小 学 生 の 部 】  細山田サッカーＡ
【 中 学 生 の 部 】  細山田中野球部
【レディースの部】　マッスルキューティー
【 一 般 の 部 】 お天気クラブ
【 仮 装 の 部 】 劇団かんな

桜並木の下を駆け抜ける参加者

様々な仮装で審査員にアピール

ジョギング大会ジョギング大会

　４月１日、串良町有里の串良平和公園で「くしら桜まつり」が開催されました。
　当日は、途中激しい雨にも見舞われたあいにくの天気で、公園内に植えられた約　当日は、途中激しい雨にも見舞われたあいにくの天気で、公園内に植えられた約
2,000 本の桜も、まだ二分咲き程度でしたが、多くの花見客が訪れた会場では、「ジョ2,000 本の桜も、まだ二分咲き程度でしたが、多くの花見客が訪れた会場では、「ジョ
ギング大会」や「くしらん坊レース」など、多彩なイベントが行われました。ギング大会」や「くしらん坊レース」など、多彩なイベントが行われました。
　また、３月 10 日から　また、３月 10 日から４４月月９９日まで、野球、サッカー、バレーボールなど 12 競技が、日まで、野球、サッカー、バレーボールなど 12 競技が、
くしら桜まつりスポーツ大会として開催されました。くしら桜まつりスポーツ大会として開催されました。

2007 Kushira Festival
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ま  ち  の  話  題

AIRA
　３月18日、湯遊ランドあいらを発着
点に春の吾平路を駆け抜ける第23回美
里吾平ジョギング大会（吾平町観光協
会、JA肝付吾平町、鹿屋市主催）が
開催されました。
　１㎞（ファミリーコース）、３㎞、
５㎞、10㎞の４コースで行われた大会
には約400人が参加。菜の花が咲く姶
良川沿いや吾平の自然、街並みの景色
を満喫しながら、思い思いのペースで
ジョギングを楽しんでいました。

 各コースの優勝者（１kmを除く）は
次のとおり。（敬称略）
●３㎞男子　上萩健太
●３㎞女子　平山さおり
●５㎞男子　千歳佑介
●５㎞女子　平山かれん
●10㎞男子　松元良貴
●10㎞女子　倉みどり

吾平

ゴールまでもう少し！
姶良川沿いの「あいらさんぽ道」を
駆け抜ける参加者

湯遊ランドあいら前を一斉にスタートするファミリーコースの参加者

第23回美里吾平ジョギング大会開催

　３月18日、内発型企業として鹿
屋市と立地協定を結んだ大隅物流
事業協同組合の農畜産物加工セン
ターが下高隈町に完成しました。
　同センターは、国産農畜産物の
競争力強化を図る農林水産省の「広
域連携アグリビジネスモデル支援
事業」の補助を受け建設されたも
ので、農畜産物を域内で製造・加
工し、付加価値をつけて流通させ
る予定。本地域の農業振興等に貢
献されることが期待されています。

　３月11日、市文化会館で北朝鮮
政府による拉致問題について、横
田めぐみさんとその家族に焦点を
当てた映画『めぐみ－引き裂かれ
た家族の30年』が上映されました。
　映画は午前と午後の２回上映さ
れ約1,200人が来場。舞台あいさ
つに立った拉致被害者家族の平野
フミ子さん（増元るみ子さんの姉）
が、拉致問題の早期解決を訴えた
ほか、拉致に関するパネルの展示
や署名活動なども行われました。

　３月18日、輝北町平房の石牟礼
神社で春の例祭が開催され、地元
３町内会による棒踊りが奉納され
ました。
　これは、五穀豊じょうを祈願す
る平房地区の伝統行事で、当日は
上平房、中平房、下平房の町内会
の順にそれぞれ特徴ある棒踊りを
奉納。白いはちまきや、赤や黄色
の色鮮やかなたすきを身につけて、
威勢のよいかけ声とともに、棒を
打ち鳴らしていました。

鹿屋 KANOYA KIHOKU輝北
石牟礼神社で春の例祭串良輝北

吾平鹿屋
拉致問題を拉致問題を
考える映画を上映考える映画を上映

農畜産物加工センターが農畜産物加工センターが
完成完成
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Town  Topics

「ローズクィーンかのや」決定 !

　３月20日、鹿屋商工会議所でロー
ズクィーンかのやの選考会が行われ
ました。
　「ローズクィーンかのや」は、「ミ
スかのや」の名称を今年度から変更
したもので、任期も２年間に延長さ
れます。
　選考会には、28人が参加。「ロー
ズクィーンかのや」に選ばれたのは、
杉村信子さん（西原２丁目）、原口
理紗さん（新生町）、川村亜実さん
（横山町）の３人。「かのやばら園な
ど、鹿屋の魅力を全国にPRしてい
きたい」と抱負を話してくれた３人
は、かのやばらまつり2007春からの
活動でデビューし、２年間鹿屋市の
PRを行っていきます。 原口理紗さん

AIRA
KIHOKU

串良輝北吾平鹿屋

杉村信子さん
（代表クィーン）

川村亜実さん

　市内の土木、造園、建築、電気工
事業者の団体と鹿屋市が「大規模
災害時における応急対策に関する
協定」を結び、３月27日と30日、鹿
屋市役所で調印式が行われました。
　この協定は、台風、地震等の災
害時に、市が同団体に対して道路
などの応急復旧や障害物の除去な
どの協力を要請できるという内容。
各団体の技術力と機動力で市民の
安全確保などに大きく貢献できると
期待されています。

　３月25日～31日まで、整備した
空き家(迎賓館)に芸術家を迎え入
れる計画を進めている柳谷町内会
で、移住した３人の芸術家による
初の個展が開催されました。
　空き家を利用した『ギャラリー
やねだん』には、10人の子供たち
と２人の画家が壁に直接描いた縦
２m、横10mの大型壁画をはじめ、
約300点の絵画や陶器を展示。会
場には、住民など多くの人が来場
し、芸術作品を堪能していました。

　３月18日、市内で製材業を営む
宮地節夫さんが、展示用に加工し
た直径約1.8m、厚さ25cm、重量
約１tのオガタマノキ（小賀玉木）
を小野原町内会に寄贈しました。
　この木は、もともと小野原町に
あった樹齢約600年の神木。倒木
したため売りに出されていたもの
を、宮地さんが市場で偶然にも競
り落としたことから、「育った場
所に帰りたかったのでは」と考え、
同町内会に寄贈したものです。

鹿屋 KANOYA 鹿屋 KANOYA
オガタマノキを寄贈

KUSHIRA串良『ギャラリーやねだん』で『ギャラリーやねだん』で
個展を開催個展を開催

災害時の応急対策に災害時の応急対策に
関する協定を調印関する協定を調印
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情報掲示板

情報掲示板
Information 日日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 4 5 6 7
8 9 10 11 12 13 14

15 16 17 18 19 20 21
22 23 24 25 26 27 28
29 30

2007 4月
日日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 4 5
6 7 8 9 10 11 12

13 14 15 16 17 18 19
20 21 22 23 24 25 26
27 28 29 30 31

2007 5月

番号 講　　座　　名 講　座　日 曜日 定員

1 絵手紙 毎月１・３昼

月

20

2 着物リフォーム 毎月１・３昼 15

3 レクリェーション 毎月１・３夜 20

4
古布で遊ぶ・
初級木目込み

毎月２・４昼 15

5 かんたん男の料理 毎月２・４夜 16

6 書道入門 毎月２・４夜 20

7 心あったか筆書き教室 毎月１・３朝

火

20

8 わらべうたあそび 毎月１・３朝 20

9 野菜が主役の料理 毎月１・３朝 16

10 やさしい編物 毎月１・３夜 15

11 楽しいコーラス 毎月２・４朝 20

12 ヨガ 毎月２・４昼 20

13 インディアカ 毎月２・４夜 20

14 ハーブ＆アロマテラピー 毎月１・３朝

水

20

15 トールペイント 毎月１・３昼 15

16 英語で遊ぼう 毎月１・３夜 20

17 卓球 毎月１・３夜 25

18 マットピラティス 毎月２・４朝 20

19 茶道入門 毎月２・４夜 15

20 パッチワーク 毎月２・４夜 15

21 バドミントン 毎月１・３朝

木

25

22 切り絵 毎月１・３昼 15

23 霧島ヶ丘でバラ作り 毎月１・３昼 20

24 手早くクッキング 毎月１・３夜 16

25 やさしい英会話 毎月１・３夜 20

26 親子ふれあい教室 毎月２・４朝 30

27 前結び着付け 毎月２・４昼 20

28 簡単アイディアおやつ 毎月２・４昼 16

29 切り絵 毎月２・４夜 15

30 フォークダンス 毎月２・４夜 20

●講座期間　平成 19年６月～平成 20年１月
●講座時間　〈朝〉９時 30分～ 11時 30分
　　　　　　〈昼〉13時 30分～ 15時 30分
　　　　　　〈夜〉19時～ 21時
●対  象  者　市内に在住又は勤務する人で初心者の
　　　　　　人
●受  講  料　１講座１人 1,000 円
　　　　　　※開講式のときに徴収します。
　　　　　　※一度納入された受講料は返納しません。
　　　　　　※保険料・材料費は実費です。
●申込方法　 直接来館してお申込みください。電話で

の申込みは受け付けません。
　　　　　　※ 1人３講座までです。
　　　　　　※ 定員に満たない講座は開講できない場

合があります。
●申込期限　５月２日（水）
　　　　　　※ ２歳から６歳まで託児を行います。保

険料として１人 500 円が必要です。

【問い合わせ・申込先】
　市勤労婦人センター　☎ 0994‐44‐9088

　市勤労婦人センターでは、平成 19年度の教養講座の受講生を募集します。どの講座も初心者を対象に
した講座です。ぜひ、お申込みください。

番号 講　　座　　名 講　座　日 曜日 定員

31 ハワイアンフラダンス 毎月１・３朝

金

20

32 バレエエクササイズ 毎月１・３朝 20

33 エイサー太鼓 毎月１・３夜 20

34 社交ダンス 毎月１・３夜 20

35 マットピラティス 毎月１・３夜 20

36 楽しいリズム体操 毎月２・４朝 25

37 かんたん木工 毎月２・４朝 10

38 卓球 毎月２・４昼 25

39 バドミントン 毎月２・４夜 25

40 太極拳 毎月２・４夜 20

平成19年度教養講座受講生を募集
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Information

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

運
営
協
議
会
委
員
を
募
集

　

市
で
は
、
平
成
18
年
４
月
か
ら

実
施
し
て
い
る
地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
業
務
の
公
正
・
中
立
性
の

確
保
や
円
滑
で
適
正
な
運
営
を
図

り
、
幅
広
い
視
点
か
ら
の
意
見
を

反
映
さ
せ
る
た
め
、
鹿
屋
市
地
域

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
運
営
協
議
会

の
委
員
を
募
集
し
ま
す
。

● 

対
象
者
＝
市
内
に
住
所
を
有
し

福
祉
に
関
心
の
あ
る
人
で
、
次

の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
人

○ 

40
歳
〜
64
歳
の
人
（
第
２
号
被

保
険
者
）

○ 

65
歳
以
上
の
人
（
第
１
号
被
保

険
者
）

○
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
利
用
者

●
委
員
任
期
＝
３
年
以
内

●
募
集
人
数
＝
４
人
程
度

● 

申
込
方
法
＝
電
話
で
お
申
込
み

く
だ
さ
い
。

● 

募
集
期
限
＝
５
月
11
日
（
金
）

※ 

年
３
回
程
度
、
会
議
を
開
催
し

ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先
】

　

市
高
齢
障
害
福
祉
課

　

☎
０
９
９
４
─31
─１
１
１
６

平
成
19
年
度
自
衛
官
を
募

集
　

平
成
19
年
度
の
自
衛
官
を
左
表

の
と
お
り
募
集
し
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】

　

自
衛
隊
鹿
児
島
地
方
協
力
本
部

　

鹿
屋
地
域
事
務
所

　

☎
０
９
９
４
─42
─４
３
８
６

募    

集

募集種目 資　格 受付期限 試験期日

一般・技術
幹部候補生

お問い合わせ
ください。

５/11（金）
５/19（土）

※飛行要員のみ５/20（日）

歯・薬剤科
幹部候補生

お問い合わせ
ください。

５/11（金） ５/19（土）

あなたの家にも住宅用火災警報器が必要ですあなたの家にも住宅用火災警報器が必要です
～死者の９割は住宅火災で発生～～死者の９割は住宅火災で発生～

　建物火災による死者のうち、住宅火災による死者数が約９割

を占めていることから、平成 16年に消防法の一部が改正され、

全国一律に一般の住宅に住宅用火災警報器（煙感知器）の設置

が義務付けられました。

●新築の住宅の場合
　平成 18年６月１日から設置が義務付けられました。
●既存の住宅の場合
　平成 23年５月 31日までに設置しなければなりません。
●設置義務のある場所
　寝室や寝室につながる階段です。

※ 住宅用火災警報器は、消防用設備等取扱

店、電器店、ホームセンターなどで販売

しています。

※ 購入するときは、　　マーク（日本消防

検定協会の鑑定マーク）が付いているか

確認しましょう。市役所や消防署が住宅

用火災警報器を販売することはありませ

ん。悪質な訪問販売に注意してください。

居室寝室 台所

マークが住宅用火災警報機（煙感知器）
の設置場所です。

NSマーク

標準的な住宅の設置例

【問い合わせ】
　大隅肝属地区消防組合消防本部予防課　☎ 0994-41-7183

●平屋建ての場合
　 寝室として使用している部屋の数だけ
必要になります。

●２階建ての場合（例１）
　 １～２階部分に寝室がある場合は、寝
室として使用している部屋の数に加
え、階段部分にも必要になります。

居室

寝室

寝室 階段

台所廊下

●２階建ての場合（例２）
　 ２階部分に寝室がない場合は、平屋建
ての場合と同じになります。

居室 居室

寝室

階段

台所廊下
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特
定
不
妊
治
療
費
助
成
事

業
の
お
知
ら
せ

　

市
で
は
、
安
心
し
て
子
供
を
産

み
育
て
る
こ
と
の
で
き
る
環
境
づ

く
り
を
推
進
す
る
た
め
、
不
妊
治

療
を
受
け
て
い
る
人
に
対
す
る
治

療
費
の
助
成
を
開
始
し
ま
し
た
。

● 

助
成
を
受
け
ら
れ
る
人
＝
次
の

要
件
を
満
た
す
人

○ 

法
律
上
の
婚
姻
を
し
て
い
る
夫

婦
○ 

市
内
に
１
年
以
上
居
住
し
て
い

る
夫
婦

○ 

夫
及
び
妻
の
前
年
の
所
得(

１

月
か
ら
５
月
ま
で
の
申
請
に
つ

い
て
は
、
前
々
年
の
所
得)

の

合
計
額
が
７
３
０
万
円
未
満

● 

対
象
と
な
る
治
療
＝
平
成
19
年

４
月
以
降
に
受
け
た
保
険
診
療

の
適
用
と
な
ら
な
い
体
外
受
精

及
び
顕
微
授
精

● 

助
成
の
条
件
＝
国
・
県
が
指
定

し
て
い
る
医
療
機
関
で
の
治
療

が
条
件
で
す
。

● 

助
成
額
＝
１
年
度
当
た
り
５
万

円
を
限
度
に
通
算
５
年
間
助
成

● 

申
請
方
法
＝
次
の
書
類
を
添
え

て
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

① 

特
定
不
妊
治
療
費
助
成
事
業
申

請
書

② 

特
定
不
妊
治
療
費
助
成
事
業
受

診
等
証
明
書

③ 

住
民
票
（
続
柄
記
載
の
謄
本
）

お
知
ら
せ

介護等でお困りの人は地区相談センターをご利用ください介護等でお困りの人は地区相談センターをご利用ください

【問い合わせ】　市高齢障害福祉課　☎ 0994-31-1116

地区 担当地域 センター名称 電　話 所在地

北部

○輝北地区
○鹿屋地区
　（鹿屋中学校区）
　（高隈中学校区）

●北部地区地域包括支援センター 0994-40-8333 大手町

○北部地区地域包括支援サブセンター 099-485-1185 輝北町市成

 ・北部地区相談センター鹿屋市社会福祉協議会 0994-42-7188 向江町

 ・北部地区相談センターみどりの園 099-485-1902 輝北町市成

東部
○串良地区
○鹿屋地区
　（鹿屋東中学校区）

●東部地区地域包括支援センター 0994-40-3751 笠之原町

○東部地区地域包括支援サブセンター 0994-62-8872 串良町有里

 ・東部地区相談センター朋愛園 0994-41-2431 寿２丁目

 ・東部地区相談センターハーモニーガーデン 0994-41-7800 寿４丁目

 ・東部地区相談センター以和貴苑 0994-62-8881 串良町下小原

西部
○鹿屋地区
　（第一鹿屋中学校区）
　（花岡中学校区）

●西部地区地域包括支援センター 0994-40-9855 大浦町

 ・西部地区相談センター花岡の里 0994-46-5051 花岡町

南部

○吾平地区
○鹿屋地区
　（田崎中学校区）
　（大姶良中学校区）
　（高須中学校区）

●南部地区地域包括支援センター 0994-58-5900 吾平町麓

○南部地区地域包括支援サブセンター 0994-48-2800 大姶良町

 ・南部地区相談センター慈恵園 0994-48-2588 大姶良町

　市では、市内の４地区に地域包括支援センター（サブセンター）を設置し、保健師（看護師）、社会福祉士、
主任ケアマネジャーなど専門のスタッフが中心となり、高齢者の総合的な支援に取り組んでいます。
　また、平成 19年４月から、市内の７箇所に地区相談センターを設置し、地域包括支援センターと一体となっ
た地域の身近な相談窓口として相談・支援に応じていきます。
　介護等でお困り方は、お気軽に各センターへご相談ください。

　伊藤祐一郎鹿児島県知事が県内各地に出向
き、直接県民の皆様の声をお聞きし、意見交
換を行う「知事と語ろ会」が、下記の日程で
開催されます。
　参加は自由ですので、多くの市民の皆さん
のご参加をお願いします。
●日時＝４月16日（月）午後７時～
●場所＝鹿屋市体育館

【問い合わせ】
　　市企画調整課　 ☎ 0994-31-1125

「第25回知事と語ろ会」
を開催
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Information

④ 

所
得
証
明
書
（
夫
と
妻
の
分
）

⑤ 
鹿
児
島
県
特
定
不
妊
治
療
費
助

成
承
認
決
定
通
知
書
（
県
の
助

成
を
受
け
た
人
の
み
）

【
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先
】

　

 

市
健
康
増
進
課
（
市
健
康
相
談

セ
ン
タ
ー
）

　

☎
０
９
９
４
─41
─２
１
１
０

上
下
水
道
部
か
ら
の
お
知
ら
せ

上
水
道
管
布
設
に
伴
う
工
事
分
担

金
制
度
に
つ
い
て

　

平
成
19
年
４
月
１
日
か
ら
、
個

人
及
び
法
人
が
上
水
道
管
口
径
50

㎜
以
上
の
管
を
布
設
す
る
工
事
を

行
う
場
合
、
延
長
が
50
ｍ
以
上
に

な
る
長
い
区
間
の
工
事
を
対
象
に
、

市
上
下
水
道
部
が
工
事
費
の
一
部

を
負
担
し
ま
す
。
た
だ
し
、
各
種

条
件
を
ク
リ
ア
し
た
も
の
に
限
り

ま
す
。
ま
た
、
工
事
完
了
後
は
鹿
屋

市
水
道
事
業
の
財
産
と
な
り
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

公
道
等
に
お
け
る
第
三
者
に
よ
る

配
水
管
破
損
に
伴
う
損
害
賠
償
制

度
に
つ
い
て

　

平
成
19
年
４
月
１
日
か
ら
、
国
・

県
・
市
が
行
う
道
路
工
事
等
又
は

民
間
企
業
が
行
う
電
気
・
通
信
事

業
及
び
ガ
ス
事
業
等
並
び
に
個
人

に
よ
る
水
道
無
届
け
工
事
等
に
伴

い
、
水
道
管
の
破
損
な
ど
に
よ
り
、

鹿
屋
市
水
道
事
業
に
損
害
が
生
じ

た
場
合
は
、
工
事
施
工
者
に
損
害

賠
償
金
を
請
求
す
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
の
で
、
工
事
を
行
う
前
に

は
、
必
ず
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
】

　

市
配
水
管
理
課

　

☎
０
９
９
３
─43
─４
２
２
４

輝
北
グ
リ
ー
ン
ハ
イ
キ
ン

グ
を
開
催

　

早
春
の
う
わ
ば
公
園
を
歩
い
て

み
ま
せ
ん
か
。

●
日
時
＝
４
月
29
日
（
日
）

●
場
所
＝
輝
北
う
わ
ば
公
園

●
コ
ー
ス
＝
４
㎞
・
８
㎞

●
参
加
費
＝
３
０
０
円

●
日
程

　

参
加
受
付
＝
９
時
〜

　

出
発
＝
８
㎞
コ
ー
ス
９
時
30
分

　
　
　
　

４
㎞
コ
ー
ス
10
時

※ 

終
了
後
、
豪
華
景
品
が
当
た
る

「
お
楽
し
み
抽
選
会
」
を
行
い

ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】

　

輝
北
う
わ
ば
公
園
ま
ち
づ
く
り

　

公
社

　

☎
０
９
９
─４
８
５
─１
９
０
０

3月の鹿屋市地区別子牛のセリ市結果（売却のみ） 消費税抜価格

地区名 性別  頭数（頭） 平均価格（円） 最高価格（円） 最低価格（円） 平均体重（kg）

鹿屋地区
めす 178 430,781 813,000 310,000 260
去勢 190 529,784 712,000 186,000 294

吾平地区
めす 59 465,034 692,000 351,000 264
去勢 67 551,418 700,000 200,000 298

串良地区
めす 140 439,214 621,000 210,000 260
去勢 192 536,526 715,000 252,000 296

輝北地区
めす 66 487,197 767,000 320,000 277
去勢 119 569,277 754,000 389,000 310

市
立
図
書
館

☎
０
９
９
４
─43
─９
３
８
０

家
族
で
お
で
か
け
九
州　

昭
文
社
発
行

ア
ン
ト
ニ
・
ガ
ウ
デ
ィ

マ
リ
ア
・
ア
ン
ト
ニ
エ
ッ
タ
・
ク
リ
ッ
パ
著

野
菜
を
育
て
て
学
ぶ
食
育
実
践
Ｂ
Ｏ
Ｏ
Ｋ

川
上　

一
郎
著

モ
ナ
リ
ザ
の
秘
密ダ

ニ
エ
ル
・
ア
ラ
ス
著

金
田
一
先
生
の
日
本
語
レ
ッ
ス
ン 

金
田
一　

秀
穂
著

孤
独
な
き
地　

Ｋ
・
Ｓ
・
Ｐ

香
納　

諒
一
著

回
転
木
馬　
　
　
　

柴
田　

よ
し
き
著

Ｌ
Ａ
Ｓ
Ｔ　

Ｌ
Ｏ
Ｖ
Ｅ　

Ｙ
ｏ
ｓ
ｈ
ｉ
著

お
お
か
み
ペ
コ
ペ
コ　

宮
西　

達
也
作

フ
ァ
ン
タ
ー
ジ
ェ
ン　

夜
の
魂

ウ
ル
リ
ケ
・
シ
ュ
ヴ
ァ
イ
ケ
ル
ト
作

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

吾
平
振
興
会
館
図
書
室

☎
０
９
９
４
─58
─６
０
３
６

夢
を
与
え
る　
　
　
　

綿
矢　

り
さ
著

鹿
屋
フ
ァ
イ
ル
の
秘
密

デ
イ
ヴ
ェ
ン
・
ナ
イ
ア
著

「
人
見
知
り
は
」
案
外
う
ま
く
い
く

吉
岡　

英
幸
著

お
ん
ぶ
に
だ
っ
こ　

さ
く
ら
も
も
こ
著

う
ま
く
な
る
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル吉

村　

正
著

は
る
は
ゆ
ら
ゆ
ら　
　

五
味　

太
郎
作

輝
北
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

図
書
室

☎
０
９
９
─４
８
６
─０
５
０
５

あ
め
ふ
ら
し　
　
　

長
野　

ま
ゆ
み
著

ヴ
ィ
ン
テ
ー
ジ
・
シ
ッ
ク
ス

石
田　

衣
良
著

愛
を
海
に
還
し
て　

小
手
鞠　

る
い
著

臨
終
デ
ザ
イ
ン　
　
　

丸
山　

和
也
著

ひ
よ
こ
の
ひ
と
り
ご
と

田
辺　

聖
子
著

リ
ン
ド
キ
ス
ト
の
箱
舟ア

ン
・
ハ
ラ
ム
著

串
良
公
民
館
図
書
室

☎
０
９
９
４
─63
─２
６
２
３

人
は
な
ぜ
生
ま
れ
い
か
に
い
き
る
の
か

江
原　

啓
之
著

明
日
の
記
憶　
　
　
　
　

萩
原　

浩
編

着
る
も
の
が
な
い
！　

中
野　

香
織
著

政
治
参
加
で
未
来
を
ま
も
ろ
う

首
藤　

信
彦
著

「
ニ
ー
ト
」
っ
て
言
う
な
！本

田　

由
紀
著

10
ぴ
き
の
お
ば
け
と
お
と
こ
の
こ

に
し
か
わ
お
さ
む
作
・
絵

な
が
ー
い
お
は
な
の
ぶ
た
く
ん

キ
ー
ス
・
フ
ォ
ー
ク
ナ
ー
文

ま
る
ご
と
た
べ
た
い
。　

山
脇　

恭
作

新
刊
図
書
の
案
内
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鯉
の
ぼ
り
が
電
線
に
触
れ

る
と
危
険
で
す

　

感
電
防
止
の
た
め
、
鯉
の
ぼ
り

を
あ
げ
る
と
き
は
、
次
の
こ
と
に

注
意
し
ま
し
ょ
う
。

● 

鯉
の
ぼ
り
は
電
線
か
ら
十
分
離

れ
た
安
全
な
と
こ
ろ
に
立
て
ま

し
ょ
う
。

● 

鯉
の
ぼ
り
の
ポ
ー
ル
を
立
て
る

と
き
や
倒
す
と
き
は
、
電
線
に
触

れ
な
い
よ
う
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

● 

も
し
、
鯉
の
ぼ
り
が
電
線
に
か

か
っ
た
場
合
は
、
危
険
で
す
の

■テレホンガイドかのや　☎０９９４-４２-４０００
　（平　日） イベント等を案内
　（休　日） 休日当番医及び歯科休日在宅医を案内

■大隅肝属地区消防組合テレホンサービス　☎０９９４-４３-０１１９
　（平　日） 午後５時から夜間当番医を案内
　　　　　　※ただし、火災発生時は一時火災情報に変わります。
　（休　日） 休日当番医及び歯科休日在宅医を案内

４月・５月の休日当番医

◇鹿屋市医師会　　 診療時間　午前８時30分～午後６時

◇鹿屋市歯科医師会　　診療時間　午前９時～午後３時

４月・５月の歯科休日在宅医

で
自
分
で
取
ら
ず
に
、
す
ぐ
に

連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
】

　

九
州
電
力
㈱
鹿
屋
営
業
所

　

☎
０
１
２
０
─９
８
６
─８
０
６

映
画
「
俺
は
、
君
の
た
め
に
こ

そ
死
に
に
い
く
」

●
日
時
＝
５
月
20
日
（
日
）

　

①
11
時
〜　

②
14
時
30
分
〜　

　

③
18
時
30
分
〜

●
入
場
料

　

大
人
＝
１
，
８
０
０
円

　

大
学
・
高
校
＝
１
，
５
０
０
円

　

小
・
中
・
シ
ニ
ア

　
　
　
　
　
　

＝
１
，
０
０
０
円

【
問
い
合
わ
せ
】

　

鹿
児
島
ミ
ッ
テ
10

　

☎
０
９
９
─８
１
２
─６
６
６
２

映
画
「
紙
屋
悦
子
の
青
春
」

● 

上
映
期
間
＝
４
月
14
日
（
土
）

〜
27
日
（
金
）

●
上
映
時
間

文
化
会
館
の
催
し

※ 休日当番医及び歯科休日在宅医は、変更になることがあります。各医療機関に
ご確認のうえ、受診してください。

※ 休日当番医の診療は、急病に対する応急処置ですので、翌日はかかりつけの
医師などの診療を受けてください。原則として、投薬期間は通常1日分とします。
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月　日 医療機関 住　所 電　話

４月 15 日
  長﨑内科 笠之原町 0994-43-2195
  たんぽぽクリニック 川西町 0994-42-6778

    　 22 日
  池田病院 下祓川町 0994-43-3434
  かのや東病院 笠之原町 0994-42-3111

    　 29 日
  まつだこどもクリニック 西原２丁目 0994-52-0507
  鮫島整形外科病院 寿１丁目 0994-43-2535

　　 30 日
  幸田内科 寿４丁目 0994-43-5000
  よしどめ整形外科 川西町 0994-31-1700

 ５ 月 ３日
  鹿屋ハートセンター 札元２丁目 0994-41-8100
  はるしま整形外科クリニック 旭原町 0994-41-2211

          ４日
  立元小児科内科 寿４丁目 0994-43-6248
  村上整形外科医院 今坂町 0994-41-2511

　　   ５日
  児玉上前共立病院 寿５丁目 0994-43-2510
  検見崎病院 西原１丁目 0994-43-2991

　　   ６日
  こだま小児科 笠之原町 0994-41-5111
  小倉記念病院 寿８丁目 0994-44-7171

　　 13 日
  浜崎クリニック 向江町 0994-43-3305
  徳田脳神経外科病院 打馬１丁目 0994-44-1119

月　日 医療機関 住　所 電　話

 ４月 15 日
長峯医院 肝付町新富 0994-65-2008
はらだ整形外科 東串良町池之原 0994-63-8080

    　  22 日
山内クリニック 肝付町前田 0994-65-8181
岩重医院 東串良町川東 0994-63-8514

　　  29 日
上園医院 肝付町前田 0994-65-0921
花田整形外科リウマチ科医院 串良町有里 0994-63-1379

 ５ 月 ６日
吉川医院 肝付町前田 0994-65-2022
黎明脳神経外科医院 串良町上小原 0994-63-7878

         13 日
小野医院 肝付町前田 0994-65-2314
緑が丘心療内科 串良町岡崎 0994-63-0112

月　日 医療機関 住　所 電　話
 ４月 15 日 はらぞの歯科 下堀町 0994-40-4118
    　  22 日 ひがし歯科医院 田淵町 0994-48-2015
    　  29 日 ひらおか歯科 新川町 0994-41-3060
　　  30 日 貴島歯科医院 札元１丁目 0994-44-5000
 ５月 ３ 日 おおやま歯科クリニック 寿４丁目 0994-43-3210
         ４ 日 水口歯科医院 寿２丁目 0994-43-4635
　　  ５ 日 吉留歯科医院 旭原町 0994-42-3708
　　  ６ 日 四元歯科医院 西原１丁目 0994-42-2687
　　 13 日 あおぞら歯科 西原１丁目 0994-43-5833

◇肝属東部医師会　　　診療時間　午前９時～午後５時

…内科　　  …外科
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　県教育委員会では、本県の小・中学生が基礎学力（社会生活を営む上で最低限必要な知識や技能等）が、確
実に身に付けているかどうか調べるために、「基礎・基本」定着度調査を実施しています。小学校５年生、中学
校１・２年生が対象で、今回が３回目の実施となりました。
　市内の児童・生徒の学力状況等を知っていただくために市民のみなさまに広くお知らせし、今後の学力向上
に一層努めていきたいと考えています。

【問い合わせ】　市学校教育課　☎ 0994-31-1137

Information

　　　　　　教科
学年 国　語 社　会 算数・数学 理　科 英　語

小５
鹿 屋 市 76.2 81.1 73.0 73.8
肝 属地区 75.2 80.3 72.0 72.7
県 全 体 75.4 81.3 73.2 72.8

中１
鹿 屋 市 70.3 61.3 65.2 62.1 64.3
肝 属地区 70.7 62.0 65.5 62.7 65.7
県 全 体 72.3 63.3 67.5 64.8 68.5

中２
鹿 屋 市 68.7 66.0 63.4 59.4 55.8
肝 属地区 68.1 65.4 64.3 60.0 55.5
県 全 体 70.9 66.9 68.8 63.4 58.3

教　科 各教科で特にのばすべき学力等

国語科
・ 文章の内容を的確に押さえ、要旨をとらえたり主題を考えたりしな
がら読む力
・目的や意図に応じて、自分の考えを書く力

社会科 ・資料から情報を読み取り、活用する力
・基本的な用語や地図記号等の理解

数学科
・問題文を読み取り、式を立てる力
・文字式について、目的に応じて計算したり変形したりする力
・関数関係を見いだし、式等で表す力

理　科 ・観察・実験器具を正しく操作する技能
・実験結果を比較し、類推していく科学的な思考力

英語科 ・単語等の語い力
・基本的な文型を用いて、話したり書いたりする力

●「基礎・基本」定着度調査のねらい
　 　学習指導要領において身に付けることが求められている基礎的・基本的な内容の定着について、県内すべ
ての小・中学校が確かなデータを基に自校の課題を明確にし、個に応じたきめ細やかな指導方法の充実を図
るために実施するものです。

●「基礎・基本」定着度調査の結果
　①各学年の教科別の正答率（％）※正答率＝正答数÷問題数×100

　②各教科で特にのばすべき学力等

　※基礎・基本が身に付いていると思われるのは、７割以上の正答率です。

●「基礎・基本」定着度調査結果に対する手だて
　○ 昨 年 度 の 取 組　 １月の調査実施後、各学校では誤答傾向の等の分析を行い、定着が不十分な点について、

補充の指導や個別の指導を行いました。
　○ 今年度の学力向上　 各学校は、定着が不十分であった内容について、原因を分析し、授業改善等に具体的

に取り組んでいきます。
　○ 家庭での学習習慣　 家庭学習は、学校で学んだことを定着させるために大切です。家庭学習の充実に向け

て、学校と家庭・地域が一体となって取り組めるように、働きかけを行っていきます。

◇ 左表の内容について、重点
的な指導や学力の定着を図
るための工夫が必要であ
り、各学校で具体的な手だ
てを講じていきます。

平成18年度「基礎・基本」定着度調査の結果について

◇ 小学校５年生では、７～８
割程度の正答率を示し、概
ね基礎・基本は定着してい
るようです。
◇ 中学校１・２年生では、６
～７割程度の正答率で、特
に、２年生の理科と英語が
６割に満たず十分ではあり
ません。
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鹿屋市よかとこスタンプラリー
４月 29日（日）～６月 24日（日）
　鹿屋市の主要・観光施設を巡って、
豪華景品を手に入れよう。
●対象施設
　・かのやばら園
　・リナシティかのや
　・鹿屋航空基地史料館
　・県立大隅広域公園
　・ウォーターパール館
　・輝北天球館
●参加方法
　スタンプラリーシートは対象施設
　又は市商工観光課にあります。

一　般･･････････ 600円
小・中・高校生･･ 100円
幼　児･･････････ 無　 料

一　般･･････････ 1,800円（1,200円）
小・中・高校生･･　  300円（   200円）
※ （ ）内は４月 28日（土）までの前売り
　料金です。

垂水港より直行
会員バス運行４月 29日（日）～６月 24日（日）の日・祝のみ運行　※５月 13日（日）は運休

「ミニばらの寄せ植え教室」
参加者を募集

【問い合わせ・応募先】
　〒 893-0053　鹿屋市浜田町 1250 番地
　NPO法人ローズリングかのや　☎ 0994-41-8718

CAFE・LUNCH フードスケジュール

ばら園でお茶を（4/29・30・5/12・19・20・26・27）

喫茶・売店（平日 10:00 ～ 15:00・土日 10:00 ～ 17:00）

スローフードランチ（4/29・5/5・13・27）

期　間：４月 29日（日）～６月 24日（日）
場　所：かのやばら園

●講　　師　柴さとみ氏
　　　　　　（ガーデンプランナー）
●募集人数　30 人
　　　　　　※申込多数の場合は抽選
●参  加  料　1,000 円（材料費）
●応募方法　 往復はがきに、住所、氏
　　　　　　名、電話番号を記入のうえ、郵送してください。
●応募期限　５月１日（火）必着

５月13日開催

● 入園料 ●

当日券

年間
パスポート
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EVENT & LECTURE

EXHIBITION 展示スケジュール

４/20（日）
かのやばら園春の開花宣言

４/29（日）

９:00 ～
かのやばら祭り２００７春オープニング
　大隅半島を代表する祭りのオープニング。先着 1,000
人に「花の苗」をプレゼント！！

10:00 ～ 16:00

アースディかのやフリーマーケットほか
　フリーマーケットや紙芝居などを通して、環境問題に
ついて考えよう。

10:30 ～ 11:00
13:00 ～ 14:40 フラワーアレンジメントパフォーマンス

10:00 ～ 14:00
Ｆｏｏｔ Ｃａｆｅ（５/６・20・６/ ３）
　足の健康チェックを通して、身体全体の健康状態を知
ろう。

10:00 ～ 15:00
子ども自然クラフト祭り
（４/30・５/ ３～６・13・20・27・６/ ３・10・17・24）
　自然物を使った工作体験！

４/30（月）

随時
ようこそかのやへまた来てばら園へ
（５/６・13・20・27・６/ ３・10・17・24）
　ご来園の方へ大隅半島の子ども達が和太鼓でお出迎え！

５/５（土）
【こどもの日記念】高校生以下入園無料 !
10:00 ～
13:00 ～

ばらちゃんとばら園わくわく探検隊
　ばら園のキャラクターばらちゃんと一緒に、クイズ大
会などを通してばら園を楽しもう。

時間未定
おもちゃマーケット＆おもちゃ回収コー
ナー
　不要になった「おもちゃ・ぬいぐるみ」を回収し、児
童養護施設や発展途上国へ寄付します。

５/６（日）
時間未定 ばらの栽培教室（５/20・６/ ３・17）

※当日受付可能

５/13（日）
11:00 ～ 12:00 ミニばらの寄せ植え教室
15:00 ～ 海上自衛隊佐世保音楽隊演奏会

10:00 ～ 15:00

九州ストリートパフォーマンス
フェスティバル vol.1
　九州内のプロ・アマがオリジナルのパフォーマンスを
披露！

10:00 ～ 15:00 九州Ｏｐｅｎ Ａｒｔ Ｆａｉｒ vol １
　人々が溢れる公園でアートに触れよう。

9:00 ～ 15:00 楽しい木工教室
５/14（月）
10:00 ～
11:30 ～
13:30 ～

トールペイント　ばらのある生活
“コースター編”
　いろいろなものへのペイントを愉しむトールペイント
の体験教室

フリーマーケットの出品者を募集します。
【問い合わせ】
　アースデイかのや実行委員会
　☎ 0994-44-3180

５/20（日 )
10:00 ～ 浅井愼平と撮ろう！

「ばら」と「海」フォトコンテスト写真撮影会
11:00 ～ 15:00 2007 おおすみばらエティー丼選手権　地元の食材を活かした創作丼の販売・審査
11:00 ～ 12:00 ばらに囲まれて世界のフォークダンス

12:00 ～ 13:00 南米音楽フォルクローレ演奏「アンデスの風」

13:00 ～ 15:00
～ばらにかこまれて～さつきの舞
　ばら園という癒しの空間で華やかな舞踊が開催されま
す。

時間未定 オルゴールコンサート
５/27（日）
11:00 ～ 15:30 ミニセンターフェスタ　勤労婦人センター講座の発表と紹介
11:00 ～
14:00 ～ 太鼓の響き～雅～

10:00 ～ 15:00

南九州オールドカーフェスティバル
in かのやばら祭り
　霧島ケ丘の絶景でのオールドカーフェスティバル！外
車やペイントカーを展示する「かのやばら祭りカーコレ
クション」も実施します。

10:00 ～ 15:00 鹿屋市よかとこフェスタ
　鹿屋市の名産・物産の販売会や展示会

６/３（日）

13:30 ～ 14:30
バリアフリーコンサート
　ハンデを持つ人、持たない人の心のバリアフリーを願
う感動の大合唱！

11:00 ～ 12:00
フラ・ガーデン・パーティー
　ばら園で魅惑のフラダンス！今一番注目されている魅
力をお楽しみください。

４/29（日）～５/１（火）・３（木）・４（金）
　プリザーブドフラワー作品展示会・体験
　　 人気のプリザーブドフラワーの展示会！体験アレンジメント（有料）も

できます。

５/11（金）～ 13（日）
　母の日企画…大先輩からの贈り物
　　丹精込めて作った芸術品の数々を展示！

５/24（木）～ 27（日）
　かのやばら園アカデミー合同展示会
　「手が織りなす　ばらの世界２００７春」
　　かのやばら園アカデミー講座の展示会

５/29（水）～６/３（日）
　花ざかり・楽しいアートな仲間たち
　　「花HANA」をテーマにした地元アーティストの作品展

６/８（金）～ 10（日）
　「ばらと鹿屋の風景」＆「ばら色の風！手書きブラ
　ウスとレースドール展」
６/15（金）～ 17（日）
　しゅんこうの和紙ちぎり絵展
６/22（金）～ 24（日）
　かのやばら園 春の盆栽・山野草展

イベント・講座スケジュール

【問い合わせ】　かのやばら祭り実行委員会　☎ 0994-41-1010



迫 賢志朗くん（２歳）川東町
いろんな事に挑戦して強く、優しく、
賢く、大きくなってね。（パパ・ママ）

　４月１日、市民の情報・福祉・
健康スポーツ・芸術文化学習
の拠点施設としてリナシティ
かのや内に整備された公共公
益施設「鹿屋市市民交流セン
ター」がオープンしました。
　ガレリアで開催された開所
式には、約150人が出席。テー
プカットとくす玉割りが行わ
れると同時に、花火が打ち上
げられ、同センターのオープ
ンを祝いました。

（関連記事Ｐ12～Ｐ13）

今月の表紙

内村 ヒデさん（100 歳）川東町
長寿の秘訣は「くよくよしないこと」
です。

堀之内 セツさん（100 歳）祓川町
長寿の秘訣は「炊事や洗濯など、自
分でできることは自分ですること」
です。

堀切 滉
こ う た

泰くん（１歳）串良町上小原
我が家のひょうきん者、元気に育っ
てね。（父母）
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鹿屋市ホームページ
http://www.e-kanoya.net/
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古紙配合率 100%再生紙を
使用しています。
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輝北トレイルセンター

広報かのや　

輝北町市成

人口と世帯数
平成 19 年３月 1日現在

みなさんの元気いっ
ぱいの写真を広報紙
に掲載してみません
か。秘書広報課 ( ☎
0994-31-1123) ま
でご連絡ください！

瀬戸口 夕子さん（100 歳）花岡町
長寿の秘訣は「人の中に出て行くこ
と」です。

対前月比
総　数 106,039 人　 ( －  ５)
男 50,315 人　 ( －  10)
女 55,724 人　 ( ＋  ５)
世帯数 44,251 世帯 ( ＋  ３)

面　積　448.33 ㎢

【問い合わせ】　輝北うわば公園　☎ 099-485-1900
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